
大学の名称

学位又
は称号

学位又は
学科の分野

異動元
助教
以上

うち
教授

工学部建設システム工学科 23 7
工学部共通講座 9 3
新規採用 2 0

工学部機械システム工学科 28 12
工学部材料物性工学科 13 6
新規採用 4 2

工学部材料物性工学科 16 8
工学部応用化学科 25 11
新規採用 3 2

工学部情報工学科 23 9
工学部電気電子工学科 24 9
工学部共通講座 8 2
新規採用 1 1

学位又
は称号

学位又は
学科の分野

異動先
助教
以上

うち
教授

工学部建築社会基盤系学科 23 7
定年退職 1 1

工学部機械航空創造系学科 28 12

工学部情報電子工学系学科 23 9
定年退職 1 1

工学部情報電子工学系学科 24 9

工学部機械航空創造系学科 13 6
工学部応用理化学系学科 16 8
定年退職 1 1

工学部応用理化学系学科 25 11
定年退職 1 1

工学部建築社会基盤系学科 9 3
工学部情報電子工学系学科 8 2

160
（うち夜
間主20）

110

応用理化学系学科

情報電子工学系学
科

130

200
（うち夜
間主20）

機械航空創造系学
科

工学部

建築社会基盤系学
科

３年次

10

420

400

110
（うち夜
間主20）

100
（うち夜
間主10）

90

情報工学科（廃止）

建設システム工学科
（廃止）

100

100
（うち夜
間主10）

応用化学科（廃止）

材料物性工学科（廃
止）

100

電気電子工学科（廃
止）

学士（工学）

【備考欄】
　　収容定員には，３年次編入学定員（共通）分は含めない。

360

工学部

機械システム工学科
（廃止）

共通講座（廃止）

400

工学関係学士（工学）

平成２年
度

平成２年
度

工学関係

工学関係

660

学士（工学）

400

820

学士（工学）

平成２１
年度460

学科等の名称
収容
定員

開設年度

工学関係

入学
定員

学士（工学）

室蘭工業大学

専任教員

工学関係

工学関係

工学関係

平成２１
年度

工学関係

平成２年
度

平成２１
年度

平成２年
度

平成２年
度

新　　　設　　　学　　　部　　　等　　　の　　　状　　　況
（　学　年　進　行　終　了　時　に　お　け　る　状　況　）

設　　　　置　　　　計　　　　画　　　　の　　　　概　　　　要

学部等の名称

授与する学位等

事前伺い

編入学
定員

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

計画の区分 学部の学科設置

工学関係

授与する学位等

学士（工学）

開設年度

工学関係

平成２年
度

平成２１
年度

既　　　設　　　学　　　部　　　等　　　の　　　状　　　況
（　　　現　　　在　　　の　　　状　　　況　　　）

専任教員

学部の名称
入学
定員

学科の名称

学士（工学）
３年次

10

編入学
定員

３
年
次
（

共
通
）

３年次

10

学士（工学）

学士（工学）

３年次

10

３年次

10

３年次

10
540

460

収容
定員

学士（工学）

20

室蘭工業大学1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 2 ○

1 3 ○

1 3 ○

2 2 ○

1 2 ○

1 2 ○

2 1 ○

1 1 ○ 2

1 1 ○ 2

1 2 ○ ○ 1

3 2 ○ 2 1

1 2 ○

2 1 ○

2～4 2 ○

2～4 3 ○

－ 21 8 2 1 2

1 2 ○ 1 1 1

1 2 ○ 2

1 2 ○ 1 1

1 1 ○ 1 2 1

1 2 ○ 1 1

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1 1

3 2 ○ 1 2 1

4 8 ○ 7 6 7 5

4 2 ○ 1 2

4 2 ○ 1 2

4 2 ○ 1 1

4 2 ○

4 2 ○

－ 25 10 10 11 7 5

2 2  ○ 1

2 1 ○ 1

2 1 ○ 1

2 2 ○ ○ 1

2 2 ○ ○ 1

3 2 ○ ○ 1

2 2 ○ ○ 1

コ
ー

ス
科
目
（

土
木
工
学
コ
ー

ス
）

土木構造力学Ⅰ

測量学

測量学実習

－

土木構造力学Ⅱ

水理学Ⅰ

情報処理演習

土木構造力学Ⅲ

－

その他，他学科
の専任教員等を

配置

工業経済論

卒業研究

土木工学概論

基礎化学

長期インターンシップ

地域再生論

授業形態

建築社会基盤系ゼミナール

線形代数

解析Ａ

基礎物理Ａ

材料の力学

技術者倫理

流れの力学

単位数

解析Ｃ

小計（１５科目）

図学Ⅰ

建築学概論

発想演習

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　　　育　　　課　　　程　　　等　　　の　　　概　　　要

工学部建築社会基盤系学科

備考

化学実験

専任教員等配置

配当年次

解析Ｂ

科目
区分

図学Ⅱ

情報メディア基礎

学
部
共
通
科
目

物理学実験

小計（１５科目）

基礎物理Ｂ

短期インターンシップ

授業科目の名称

学
科
共
通
科
目

コ
ー

ス
必
修
科
目

プロジェクト評価

減災情報論

空間の環境

自然環境の保護保全

空間の哲学

土の力学

室蘭工業大学1



工学部建築社会基盤系学科

2 2 ○ ○ 1

2 2 ○ ○ 1

2 2 ○ ○ 1

2 2 ○ ○ 1

3 2 ○ ○ 1

3 2 ○ ○ 1

3 1 ○ 1 1 1

3 2 ○ 1

3 2 ○

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

4 2 ○ 2

－ 37 2 5 4

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

4 2 ○ 1

－ 8 3 1

3 2 ○ 1

4 2 ○ 1

4 2 ○ 1

2 2 ○ 1 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

4 2 ○ 1

3 2 ○ 1

－ 18 2 2 1 1

2 3 ○ ○ 1

2 3 ○ ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1 1

2 2 ○ 1 2

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 2

－ 34 5 1 3 2

選
択
科
目
Ａ

土質力学Ⅱ

土木施工

地盤防災工学

建築構造力学Ⅱ

建築鉄筋コンクリート構造

建築鋼構造

小計（９科目）

－

－

交通システム計画

応用振動工学

土木コンクリート構造学Ⅱ

土木コンクリート工学

土木コンクリート構造学Ⅰ

建築構法計画

建築法規

建築設計Ⅲ

建設マネジメント

小計（１６科目）

建築構造力学Ⅰ

土木鋼構造学Ⅰ

水理学Ⅱ

２単位以上修得

－

流域環境工学

小計（４科目）

建築設計Ⅱ

－

都市計画Ⅰ

土質力学Ⅰ

選
択
科
目
Ｂ

環境管理工学

建築設計Ⅰ

水文・水資源学

交通工学

衛生工学

コ
ー

ス
科
目
（

建
築
学
コ
ー

ス
）

コ
ー

ス
必
修
科
目

計画数理

建築材料Ⅰ

建築計画Ⅰ

基礎構造

建築施工

建築設備

建築環境工学Ａ

小計（２０科目）

土木実験

火山防災工学

港工学

海岸・海洋工学

土木鋼構造学Ⅱ

土木構造解析学

土木構造設計演習

都市・地域計画

室蘭工業大学2



工学部建築社会基盤系学科

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

4 1 ○ 1

4 2 ○ 1

－ 9 3 1

2 2 ○ 1

3 1 ○ 1 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 2

3 2 ○ 1

－ 9 1 1 1 3

3 2 ○ 1

4 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

－ 12 1 2 1

4 1 ○ 1

－ 1 1

－ 6 158 4 7

－ 123 233 10 12 7 5

Ⅰ 設置の趣旨・必要性

建築材料Ⅱ

建築構造解析Ⅱ

小計（１１０科目）

建築構造解析Ⅰ

建築材料実験

３単位以上修得

建築測量学実習

寒地建築構法

４単位以上修得

－

小計（６科目）

（別紙「学部共通科目（副専門科目）
（昼間コース）」のとおり）

建築計画Ⅱ

建築設計Ⅳ

３単位以上修得

小計（６科目）

基礎構造演習

－

－

１）背景及び問題の所在
　本学では，平成２年度に高等教育への進学率の上昇や時代の要請に伴う新しい学問領域を踏まえ，学部・研究
科の大幅な改組を行い，学部６学科，大学院博士前期課程６専攻体制とするとともに博士後期課程３専攻を設置
し，我が国の産業基盤を支える豊かな創造力と活力ある高度技術者及び研究者の養成を進めてきた。
　その後，平成１２年度に博士後期課程に創成機能科学専攻を設置したものの，基本的な教育研究体制は長年変
わることなく今日に至っている。
　その間，高校生の理工系離れや少子化等による志願者減に対処するための方策や，学科単位あるいは全学的な
将来構想に関し検討を行ってきた。その結果，入試制度の改革，副専門教育課程の導入，学科の教育カリキュラ
ムの変更等が実施されてきた。特に各学科の教育プログラムに関してはＪＡＢＥＥによる技術者教育認定プログ
ラムの認定を意識した改善を行っており，既に２学科１コースが認定を受けているほか，他の学科あるいはコー
スにおいても認定に向けた準備を進めている。また，大学院（博士後期課程）には他機関との連携講座も開設し
充実を図っている。

　しかし，現在，社会が抱える問題がさらに複雑化・深刻化し，それに対応する広範かつ未開拓の分野で高度な
専門知識と能力を持つ人材の育成が求められていることに加えて，量的な側面からだけではなく学習機会に着目
した多様な高等教育の整備（ユニバーサル・アクセスの実現）が国の課題として指摘されており，大学には多様
な機能と役割による自主自律的な活動が求められている。

　また，近年の大学を取り巻く環境は急変しており，本学を含めた理工系大学・学部の志願者倍率は年々低下
し，大学の存在自体が危うい状況になっている。
　さらには，学部学生の基礎学力が大幅に低下しているため，専門技術者を養成するために要求される専門分野
の教育レベルを確保することが困難になっており，工学基礎科目の充実や実験・実習・演習を重視したきめの細
かい教育を実践することが要求されている。

設　　　　置　　　　の　　　　趣　　　　旨　　　　・　　　　必　　　　要　　　　性

－

学
部
共
通
科
目

（

副
専
門
科

目
）

都市環境計画

小計（５科目）

建築史

選
択
科
目
Ｂ

建築環境工学Ｂ

－

都市計画Ⅱ

小計（１科目）

学位又は学科の分野 工学関係学士（工学）学位又は称号

－

建築構造設計演習

選
択
科
目
Ａ

建築設計Ⅴ

建築設計論

合計（２０７科目）

建築鋼構造演習

選
択
科
目
Ｃ

建築鉄筋コンクリート構造演習

室蘭工業大学3



工学部建築社会基盤系学科

　なお，入学定員は近年における志願状況の推移を踏まえ学部全体で６００名の規模を維持する。
　工学部全体の志願者数及び志願倍率は平成１６年度の２，２８２名（３．８０倍）から平成１７年度は１，９
３９名（３．２３倍），平成１８年度は１，６６５名（２．７８倍）と減少傾向にあった。しかし，近年，積極
的なＰＲ活動・募集活動を展開した結果，平成１９年度は１，６８０名（２．８０倍），平成２０年度は１，８
２９名（３．０５倍）と増加傾向にあり，今後もより一層積極的な活動を行うことによって現状と同等の３倍の
志願倍率若しくはそれ以上の志願倍率により６００名の学生確保が可能と判断している。国による各種統計調査
によれば，１９９０年代前半から続く１８歳人口の減少がこれまでの急落傾向から平成２０年度を境にほぼ横ば
いに推移するとの予測結果が公表されていることもプラス要素であると考えている。
　加えて，本学工学部の改組は，在学生や卒業生に対する各種アンケート結果をも参考にしつつ，本学に内在す
る教育研究分野をもとに特色化・明確化を図るべく学科，コースの設定を行っており，受験する志願者層が大き
く変動するものではない。
　なお，学科，コースの設定に当たっては，地元室蘭近郊の高等学校，札幌圏を中心とした本学へ多数の志願者
を輩出している高等学校及び予備校（合計１３機関）へのヒアリング調査を行い，高校生や学校側にとって望ま
しいものであるとの確信を得て取りまとめている。
　また，産業界においてはいわゆる２００６年問題が指摘されて以来，技術者の絶対数は不足傾向にあり，近年
の本学卒業生（就職希望者）の就職率は常にほぼ１００％維持しているということも定員を変更しなかった理由
である。

３）改組の内容と特徴（学部関係部分）
　専門知識の教授は勿論のこと，複雑化，高度化する社会の要請に対応しうる創造能力・統合能力を有した人材
養成に適した教育体系として，学士課程すなわち学部の教育体制を４学科１２コースに再編する。これにより，
幅広い視野と柔軟な思考力を持った人材養成に取り組むこととする。コース・学科の編制に際しては，特色ある
分野を打ち出すほか，社会や受験生等のニーズに応えるべく，魅力的な教育体系を構築する。なお，その構築に
当たっては，大学院（博士前期課程及び博士後期課程）へと連続する教育体系を念頭に置く。
　また，基礎教育を充実させるため，学部１年次に教養教育や工学基礎教育を集中的に行う。
　これらは，平成１９年９月の「学士課程教育の再構築に向けて（審議経過報告）」（中央教育審議会大学分科
会）の方向性とも合致したものである。

　現在，工学部の３学科に設定している夜間主コースについては，設置から相当期間を経過し設立当初の意義が
薄れている面はあるものの，志願倍率や受験生の年齢層等を分析した場合には恒常的な一定規模の需要があり，
再チャレンジの観点，学生納付金等の経済的な観点，あるいは地域社会の要請等を考慮し，当面はその規模を維
持する方向で新たな教育体系に組み込むこととする。すなわち，改組後は２学科にそれぞれ２０名の定員を設け
ることとする。これにより，より幅広い視野を持つ人材を育成できることは勿論のこと，夜間主コースの運営面
からも，より円滑かつ効率的な教育を行うことが可能となる。

　一方，本学の現状を概観すると，これまで教員組織は教育組織と同じくかつ伝統的な工学６分野の構成になっ
ており，入学から卒業までの責任ある教育体制を構築し，高等教育機関としての責任を全うしてきたが，学科の
枠組みと不可分であるが故に機動的・弾力的な対応に適しているかどうかと問われれば疑問が生じる。また，学
内横断的な研究組織を設立するなど研究活動の強化を図っているものの，法人化以降，特に求められている学内
での研究交流，学内教員・他機関教員とのプロジェクトの推進，内外の共同研究，或いは組織としての地域との
研究連携の推進といった視点に立った場合，活性度は未だ十分とはいえない。

　本学では，大学を取り巻く環境の変化や国や社会が求める工学系教育の在り方，大学としての問題意識を背景
に多種多様な改善を行ってきたが，それらの取組は基本的に既設の学科・専攻を基盤としたものであるという点
で自ずと限界がある。
　本学が「理念と目標」，「中期目標」等に掲げる「科学技術の急速な進展や社会の複雑化・高度化に対応しう
る幅広い教養と専門知識，創造性等を身に付けた人材の育成」や，「科学技術と人間・社会・自然との調和を考
えた研究の展開」，「独創的・先進的研究の戦略的な推進」といった視点からも現在の教育研究体制は必ずしも
十分なものではなく，抜本的な対策について検討を進めてきた結果，このたび，大学全般にわたる教育・研究体
制について，既存の枠組みにとらわれない大胆かつ抜本的な見直しを行う必要があるとの結論に至ったものであ
る。

２）改組の方針
　本学が自主自律の原則に立つ大学としてその個性をさらに高めるための組織・制度改革を行う。
その基本的内容は，機動的・弾力的で柔軟な教育体制と内外の研究交流や融合的・学際的研究の展開を可能とす
る研究体制の構築である。
　改組再編に当たっては，次に掲げた視点からの検討を行う。
・　教育，研究，社会貢献の効率よい実践を目指した教育研究体制の構築
・　社会の変化や志願者の動向への柔軟な対応を可能とする教育組織，研究組織編制の実現
・　学士課程から大学院（博士前期課程及び博士後期課程）まで連続した教育体系づくり
・　少人数による実学重視の教育の実践
・　共通講座，センター等所属教員を含めた全学的な教員組織（研究組織）の編制

　このような中で，平成１７年１月には中央教育審議会から「我が国の高等教育の将来像」答申が提出され，７
つの機能別分化案が示された。
　加えて，その後の各種答申において，国としての課題や社会の要請を背景に，①入学時から学生が学科に配置
されて細分化された教育を実施するような仕組みを見直すことや，②専門教育の実施にあたっては，（研究者養
成であっても）専門分野の深い研究能力のみならず，関連分野を含めた幅広い知識や社会の変化に対応できる素
養を身に付けさせることが求められている。
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Ⅱ 教育課程の編成の考え方・特色
１）教育課程編成
　まず，学部全体に共通する教育課程等の概要は次のとおりである。

　受験生の志望動向や複雑化，高度化する社会の要請を考慮して，「専門知識を重視し，かつ創造能力・統合能
力の養成を図る」観点から，現行の６学科を４学科に集約し，履修上の区分として１２コースを設ける。
　学生は学科に入学し，１年次終了時に各学科に設定されるコースに所属するものとするが，他のコースの授業
科目も履修可能な体制とする。また，例外的ケースではあるが，転学科も可能なシステムとする。

①従前同様，専門教育（主専門科目）と，これとは別に複眼的な視点から専門教育を補完するための副専門教育
（副専門科目）を設ける。
②１年次には学部単位での共通基礎科目に加え，学科単位での専門基礎科目を設け，工学基礎教育の充実を図
る。また，副専門教育では外国語科目等の他，教養基礎科目を履修させる。これらの科目を１年次に集中的に配
置することで基礎教育を徹底する。
③コース所属後の専門教育は，コース別に設定された授業科目の履修が基本となるが学科単位での教育も行い，
隣接分野に関する知識や総合的・複線的な思考力を養う。
　また，副専門教育についても２年次から４つの科目群（コース）を設け，いずれかのテーマに関する科目を履
修させる。
　これらにより，幅広い視野と柔軟な思考力を持った人材養成に取り組む。
④２年次から４年次において，短期あるいは長期インターンシップを導入し，実務に接して学習意欲を向上させ
る。
⑤４年次には卒業研究を行う。
⑥夜間主コースについても専門教育と副専門教育による教育を実施する。ただし規模等を勘案し，２年次からの
コース分属は行わず学科単位での一貫教育を行う。また，同様の理由から副専門教育についても２年次からの
コース設定は行わない。

　次に建築社会基盤系学科における教育課程については以下のとおりである。

　建築社会基盤系学科は，「土木工学コース」と「建築学コース」の２コースから編成され，１年次の共通教育
を経て，２年次から土木工学コースと建築学コースのいずれかへ配属される。コース毎に必修科目と選択科目を
設定して教育する。
　１年次の教育を含め，以下にコース毎に考え方を述べる。

４）建築社会基盤系学科の概要，目的，養成される人材等
　地球温暖化による自然環境の変化，また少子高齢化による社会環境の変化を踏まえて，安全で，快適で，美し
く，安心できる社会の実現が求められている。人々の生活を支える建築物や社会基盤に対しても，こうした要請
に応えるための技術革新が必要不可欠である。また，環境問題，高齢化社会への対応等，これからの建設技術者
には，工学分野のみならず，人文社会系諸科学との連携も必要となる。
　本学科は，①道路，橋，公園，堤防，港湾，空港などの経済活動を支える社会基盤の構築と，その防災に関す
る技術の修得を目指す「土木工学コース」，②人々が快適で安心して暮らすことのできる建築空間を創出する設
計・計画方法と，その空間を実現するための技術の修得を目指す「建築学コース」の２コースから構成され，社
会の要請に応えるべく人材の育成に取り組む。

○土木工学コース
　本コースでは，経済活動を支える社会基盤を構築するための各種構造物施設の設計・施工と，その防災に関す
る教育を行う。本コースの特徴は，土木工学に関する幅広い技術の修得にあり，特に，実験・実習・演習や，現
地視察・実務に携わる人々からの講義を重視した実践力を修得することを目標にしている。
　卒業後の進路としては，ジェネラルコントラクター（総合建設業），コンサルタント（設計会社），官公庁な
どがあり，さらには高度な技術の修得を目指した進路としては，本学の建築社会基盤系専攻とともに，人々の安
全・安心の確保を目指した公共政策の立案技術の修得を目指す公共システム工学専攻を中心とした大学院への進
学なども挙げられる。

○建築学コース
　本コースでは，建築や都市などの人間の居住空間を中心として，心の豊かさを享受できる環境づくりに係わる
居住空間の計画やデザイン，並びに安全で快適な建築物の実現に係わる建築構造や建築設備の設計および建築施
工に関する教育を行う。本コースの特徴は，豊かで安全な建築および都市施設をつくるために，計画・設計・施
工に至る一連の過程における専門技術の修得にある。
　卒業後の就職先としては，建築設計・計画系では，官公庁，コンサルタント会社，建築設計事務所，ハウス
メーカー，建材会社などであり，建築エンジニアリング系では，ジェネラルコントラクター（総合建設業），構
造設計事務所，建築の専門工事会社などである。
　また，高度な技術の修得を目指した進路としては，本学の建築社会基盤系専攻や，人々の安全・安心の確保を
目指した公共政策の立案技術の修得を目指す公共システム工学専攻を中心とした大学院への進学なども挙げられ
る。
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○土木工学コース
［教育課程の編成方針］
　土木工学コースは，1887年（明治20年）に設立された札幌農学校工学科に源流をもち，その教育理念は「北海
道の拓殖事業に要する土木技術者の養成」であった。土木工学コースにおいては，この伝統を受け継ぎ，実学を
重視し，人間性と社会性を備えた技術者の育成を目指している。
　このような方針のもとに，本コースでは以下に示すような学習・教育目標を掲げ，これを実現するカリキュラ
ム構成を行う。
Ａ．未来をひらく科学技術者に必要となる総合的な理工学知識の修得。
Ｂ．良識ある人間性，倫理観，福祉への感性と健全なる心身を形成する。
Ｃ．未来に対する深い洞察力をもって高い視点から問題に対処し，将来にわたって豊かな能力を身につける。
Ｄ．ジェネラルコントラクター（総合建設業）・コンサルタント（設計会社）・官公庁などで働く技術者に
　　必要とされる工学基礎の修得。
Ｅ．実験・実習・演習や，現地視察・実務に携わる人々からの講義を重視した実践力の修得。
Ｆ．環境制御・防災に関わる技術の修得。
Ｇ．自然と人間の調和を基調とする国土・地域・都市づくりができる能力を身に付ける。
　本コースの学習・教育目標（Ａ）：理工学教育，（Ｂ）：人間性，（Ｃ）：将来能力は，札幌農学校工学科か
らの伝統として，技術者が持つべき人間性と社会性に関する目標である。また，学習・教育目標（Ｆ）：環境制
御・防災および（Ｇ）：自然調和は，北海道特有の課題である「積雪寒冷が誘引となる落石」や「火山」などに
関連して設定された目標である。

○建築学コース
［教育課程の編成方針］
　建築学コースでは，実学を重視し，幅広く建築の係わる工学に関する教育・研究を行い，快適で安全な建築を
創り出すことのできる人間性と社会性を備えた技術者の育成を目指している。
　このような方針のもとに，本コースでは以下に示すような学習・教育目標を掲げ，これを実現するカリキュラ
ム構成を行う。
Ａ．未来をひらく科学技術者に必要となる総合的な理工学知識の修得。
Ｂ．良識ある人間性，倫理観，福祉への感性と健全なる心身を形成する。
Ｃ．未来に対する深い洞察力をもって高い視点から問題に対処し，将来にわたって豊かな能力を身につける。
Ｄ．建設システムに共通する基礎知識を習得する。
Ｅ．建築設計演習を重視した教育により，建築の設計・計画に関する基礎知識と応用力を習得する。
Ｆ．実験や実習を重視した教育により，建築の環境・生産に関する基礎知識と応用力を習得する。
Ｇ．構造演習や実験を重視した教育により，建築の構造に関する基礎知識と応用力を習得する。
Ｈ．積雪寒冷地に適した建築を設計・施工する能力を身につける。
　本コースの学習・教育目標（Ａ）：理工学教育，（Ｂ）：人間性，（Ｃ）：将来能力は，技術者が持つべき人
間性と社会性に関する目標であり，土木工学コースと共通する学科の目標である。また，北海道の地域特性であ
る「積雪寒冷地」に関しては，学習・教育目標（Ｈ）：積雪寒冷地が関連している。

［カリキュラム上の特色］
　土木工学コースでは，以下の点に留意したカリキュラム編成を行っている。
①　多くの科目に演習を取り入れ，演習に重みをつけた教育を行う。
②　１科目の修得により複数の学習・教育目標の達成度を向上させる。
③　各学習・教育目標の達成度が学年進行により段階的に向上するように組立て，各目標の達成度に偏りを生
　　じさせないようにする。
　具体的なカリキュラム編成においては，土木工学の主要分野である，構造，土質，水理，計画の４分野につい
て，まず基礎的内容を必修科目として修得させた上で，その後，発展的内容を選択科目として修得させるように
している。さらに卒業研究において，分野を１つ選択し，専門的な研究を通じて，応用力の修得を目指してい
る。
　以下，各分野の科目の流れを説明する。
　構造分野では，１年次の導入科目である「材料の力学」を経て，「土木構造力学Ⅰ」「土木構造力学Ⅱ」
「土木構造力学Ⅲ」で基本的な知識を修得するとともに，主要材料であるコンクリートに関しては「土木コンク
リート工学」「土木コンクリート構造学Ⅰ」「土木コンクリート構造学Ⅱ」，もうひとつの主要材料である鋼に
ついては「土木鋼構造学Ⅰ」「土木鋼構造学Ⅱ」で必要な知識を習得する。
　土質分野では，１年次の導入科目である「土の力学」を経て，「土質力学Ⅰ」「土質力学Ⅱ」「地盤防災工
学」により，段階的に土と地盤に関する必要な知識を習得する。さらに「土木材料実験」で各種試験に関する基
礎的知識及び技術を修得する。
　水理分野では，１年次の導入科目である「流れの力学」を経て，「水理学Ⅰ」「水理学Ⅱ」を学ぶ。その後，
河川に関しては「水文・水資源学」「流域環境工学」，海岸に関しては「海岸・海洋工学」「港工学」，環境に
関しては「環境管理工学」「衛生工学」などの専門科目を通じて，必要な知識を習得する。
　計画分野では，１年次の導入科目である「プロジェクト評価」を経て，「計画数理」「交通システム計画」
「都市・地域計画」等の専門科目を通じて必要な知識を習得する。
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５）教育組織の運営及び教育責任体制
　教員組織（研究組織）を教育組織から分離したことにより，教育責任が曖昧になることが無いように明確な責
任体制を構築する。
　具体的には，教員組織（研究組織）の枠組みを基礎とした領域長とは別に，教育組織である学科に教育業務を
統括・調整する「学科長」を置く。学科長は適宜副学科長を指名する。
　学科長は当該学科に所属する専任の教授をもって充てることとし，コース長の中から学長が任命するものとす
る。また，学科には，①コース長を構成員とする，②もしくは学科に所属する構成員（※教授，准教授のみとす
るなどの運用は学科の判断による）とする「学科会議」を置き，学科の教育方策，運営や学科共通科目，あるい
はコース所属等に係る事項について決定・確認する。
　各コースには「コース長」を置く。コース長は，コース教育に係る諸業務を統括するものとし，コース構成員
（教授，准教授，講師，助教及び助手）から成る「コース会議」で選考するものとする。
　コース会議では，各コースの教育方策や運営等について審議を行う。これらに伴う教員負担の増についてであ
るが，本学工学部では，現在も建設システム工学科，材料物性工学科においてそれぞれ教育上の２コースを設
け，学科全体としてのみではなくコース会議等を設定してコース単位で責任体制を明確とした運営を行ってお
り，関係する教員・学科については改組に伴う負担増はほとんど無い。その他の既存学科においても実質的なグ
ループ会議等を設けた運営を行っていることから，こちらについても改組に伴う教育コース設定が大幅な負担増
には繋がらない。
　むしろ，工学部内で既に経験済みの前例を踏まえ，大学全体として効率的かつ責任あるコース教育体制を統一
的に明確化し，運営することは望ましい方向であると考えており，学内の教員も合意済みである。
　なお，大学には従来同様教授会を置き，専任の講師以上を構成員として教育研究（主として学士課程教育）に
関する事項を審議するものとする。
　また，学科長を領域長と並び「教育研究評議会」の構成員とし，教育・研究にかかる重要事項の審議を通じて
大学の意思決定プロセスに参画させるほか，教育・研究にかかる連絡及び意見調整の場として「領域長・学科長
等連絡会議（仮称）」を設ける。

　改編後の教育体制として，１年次には学科単位で基礎教育を行うため，修学相談，修学指導及び学生生活指導
を円滑に行うことができるように，学科毎に１年次学生をクラス編成し，当該学科所属の准教授以上の専任教員
のうちから「クラス主任」を置く。各クラス主任及び学科長は，学生の履修・理解状況等について連絡を密に取
り合うこととする。
　その他，必要に応じて副主任等を置くことを認める。

［カリキュラム上の特色］
　建築学コースでは，以下の点に留意したカリキュラム編成を行っている。
①　多くの科目に演習を取り入れ，演習に重みをつけた教育を行う。
②　１科目の修得により複数の学習・教育目標の達成度を向上させる。
③　各学習・教育目標の達成度が学年進行により段階的に向上するように組立て，各目標の達成度に偏りを生じ
　　させないようにする。
　具体的なカリキュラム編成においては，建築学の主要分野である，構造，生産，環境・設備，設計・計画の４
分野について，まず基礎的内容を必修科目として修得させた上で，その後，発展的内容を選択科目として修得さ
せるようにしている。さらに卒業研究において，分野を１つ選択し，専門的な研究を通じて，応用力の修得を目
指している。
　以下，各分野の科目の流れを説明する。
　構造分野では，１年次の導入科目である「材料の力学」を経て，「建築構造力学Ⅰ」「建築構造力学Ⅱ」で基
本的な知識を修得するとともに，一般的な構造である「建築鋼構造」「建築鉄筋コンクリート構造」，および建
物を支える重要な基礎について「基礎構造」で必要な知識を習得する。さらに選択科目を履修することによって
必要な知識及び技術を修得する。
　生産分野では，２年次に「建築材料Ⅰ」によって建築構造材料の基本的な知識を習得するとともに，「建築構
法計画」により構法に関する基礎的知識を習得する。さらに選択科目を履修することによって必要な知識及び技
術を修得する。
　環境・設備分野では，１年次の導入科目である「空間の環境」を経て，「建築環境工学Ａ」「環境工学Ｂ」で
基本的な知識を修得する。その後，「建築設備」を通じて，必要な知識を習得する。
　設計・計画分野では，１年次の導入科目である「発想演習」を経て，「建築設計Ⅰ」「建築設計Ⅱ」「建築計
画Ⅰ」「建築設計Ⅲ」で建築学の基礎的な製図法と設計法を学ぶ。さらに選択科目を履修することによって必要
な知識及び技術を修得する。

２）教育方法等
　学生に対し，授業の方法及び内容，１年間の授業の計画をあらかじめ明示するための授業科目の一覧，シラバ
スを作成し配付する。

３）履修指導体制・卒業研究指導体制
　各学科に入学した学生には，入学時に基本的な履修指導を行うほか，期首毎に各学科・コースを担当する教員
による履修指導を行うこととする。
　３年次終了時点での単位修得数が所定の認定基準に達した学生に対し，学科において審議の上，卒業研究の題
目及び主指導教員・副指導教員を選定する。

４）成績評価
ⅰ）厳格な成績評価を実現するための方策
　各科目の担当教員は，成績評価の基準を詳細に設定し，シラバスをとおして学生及び教員全員に対して公開す
る。
ⅱ）成績評価の方法
　担当教員の方針に従い試験に基づき１００点法により評価を行い，６０点以上で合格とする。

室蘭工業大学7



工学部建築社会基盤系学科

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

45

15 週

期１学年の学期区分 2

　また，２年次からはコース毎の教育を基本とすることとしており，コース長の下で修学相談，修学指導，学生
生活指導等を行い，必要に応じて「副コース長」を置くことを認める。
　なお，現在，各学科から１名ずつ選出している本学の全学委員会である「教育システム委員会」及び「学生サ
ポート委員会」等の委員については，コース毎に１名ずつ選出するなど，改組後の実態に即した改正を行う。

分１時限の授業時間

１学期の授業期間

授業期間等

標準修業年限
　標準修業年限は４年とする。

卒業要件
（土木工学コース）
１．共通科目，学科共通科目及びコース科目の必修科目８３単位，共通
  科目，学科共通科目及びコース科目のうちから，選択科目Ａ２単位以
  上，選択科目Ｂ６単位以上，合計８単位以上を含む選択科目９単位以
  上，合計９２単位以上を修得すること。
２．副専門３４単位以上，主専門９２単位以上，合計１２６単位以上修
  得すること。
（建築学コース）
１．本表の授業科目のうち，共通科目，学科共通科目及びコース科目の
  必修科目８０単位，共通科目，学科共通科目及びコース科目のうちか
  ら，選択科目Ａ３単位以上，選択科目Ｂ３単位以上，選択科目Ｃ４単
  位以上，合計１０単位以上を含む選択科目１２単位以上，合計９２単
  位以上を修得すること。
２．副専門３４単位以上，主専門９２単位以上，合計１２６単位以上修
  得すること。

室蘭工業大学8



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 2 ○

1 3 ○

1 3 ○

2 2 ○

1 2 ○

1 2 ○

2 1 ○

1 2 ○

2 1 ○

1 1 ○

1 2 ○ ○

3 2 ○ 1 1

1 1 ○

2～4 2 ○

2～4 3 ○

－ 22 7 1 1

1 1 ○ 4 2

1 2 ○ 2 1

1 1 ○ 2 1 1

1 1 ○ 4 3 1 2

1 1 ○ 3 2 1

1 2 ○ 1 1 1 2

1 1 ○ 3

1 1 ○ 3 1

3 1 ○ 1

－ 11 12 9 4 5

2 1  ○ 1 1

2 1 ○ 1

2 1 ○ 1

2 1 ○ 1

3 1 ○ 4 5 1 2

3 2 ○ 4 5 1 2

4 4 ○ 4 5 1 2

4 6 ○ 4 5 1 2

－ 17 4 5 2 2

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1 1

2 2 ○ 1 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

学
科
共
通
科
目

実
践
科
目
群

小計（９科目）

フレッシュマンセミナー

車のサイエンス

実用材料学

機械工作法実習Ⅱ

卒業研究Ⅱ

機械製図Ⅰ

機械システム工学セミナー

短期インターンシップ

コミュニケーション技法

熱力学Ⅰ

小計（１５科目）

材料特性の基礎

長期インターンシップ

ロボティックスの基礎

航空宇宙機の基礎

熱力学演習

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

解析Ａ

学
部
共
通
科
目

解析Ｂ

基礎物理Ｂ

情報メディア基礎

物理学実験

図学Ⅰ

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　　　育　　　課　　　程　　　等　　　の　　　概　　　要

工学部機械航空創造系学科（昼間コース）

技術者倫理

その他，他学科
の専任教員等を

配置

授業形態

線形代数

解析Ｃ

基礎化学

化学実験

図学Ⅱ

機械工作法実習Ⅰ

１科目修得可
能

専任教員等配置

その他，他学科
の専任教員等を

配置

－

※材料工学コースに
ついては必修

単位数

備考

基礎物理Ａ

機械システム工学実験

材料力学Ⅱ

機械製図Ⅱ

卒業研究Ⅰ

材料力学Ⅰ

流体力学Ⅱ

熱力学Ⅱ

流体力学Ⅰ

－

－小計（８科目）

コ
ー

ス
科
目
（

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
コ
ー

ス
）

基
盤
科
目
群

室蘭工業大学1



工学部機械航空創造系学科（昼間コース）

2 2 ○ 1 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 1 ○ 1 1

4 1 ○

－ 24 6 4 1

2 1 ○ 1 1 1

2 1 ○ 1 1

2 1 ○ 1 1 1

2 1 ○ 1 1 1

2 1 ○ 1 1 2

－ 5 5 3 1 4

3 1 ○ 1 2 1 2

3 2 ○ 1 2 1 2

3 2 ○ 1 2 1 2

4 2 ○ 1 2 1 2

3 1 ○ 3 3

3 2 ○ 3 3

3 2 ○ 3 3

4 2 ○ 3 3

－ 14 4 5 1 2

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

4 2 ○ 2

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

4 2 ○ 1

4 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

4 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

－ 34 8 6 1 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1 1

2 2 ○ 1

2 1 ○ 1 1 1

2 2 ○ 1 1

演
習
科
目
群

展
開
科
目
群

機械加工学

知的所有権

構造力学

ロボティックス
トラック
７単位修得

ターボ機械

小計（８科目）

振動・騒音

小計（１３科目）

制御工学

小計（１７科目）

システム制御工学

ロボット工学

熱機関

機械製作法

燃焼工学

構造力学基礎理論

空気力学基礎理論

推進工学基礎理論

機械力学Ⅰ

伝熱工学

機械科学セミナー

機械科学実験

小計（５科目）

ロボティックス設計法

航空宇宙工学基礎演習

機械システム設計学

－

ダイナミックシステム設計学

計測電子工学Ⅱ

機械材料学

流動工学

機構学

システム情報工学

弾塑性学

フルードパワーシステム

確率・統計

機械力学演習

－

－

ロボティックス演習

機械科学設計法

機械科学演習

流体力学演習

ロボティックスセミナー

ロボティックス実験

計測電子工学Ⅰ

機械力学Ⅱ

機械科学トラッ
ク

７単位修得

機械力学Ⅰ

材料力学演習Ⅰ

制御工学演習

材料力学演習Ⅱ

－

コ
ー

ス
科
目
（

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
コ
ー

ス
）

応
用
科
目
群
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工学部機械航空創造系学科（昼間コース）

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 1 ○ 1 1

2 1 ○ 1 1 1

2 1 ○ 1 1 2

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1 1

3 2 ○ 1 1

4 1 ○

－ 19 6 5 3 3 3

2 2 ○ 1

3 1 ○ 1

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 2

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 1 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○

2 1 ○ 2 1

3 1 ○ 2 1 1

3 1 ○ 3 2

－ 31 4 2 2 2

2 1 ○ 1 1

2 1 ○ 1

2 2 ○ 1 1

3 2 ○ 2 1 1

3 1 ○ 4 2 3

3 1 ○ 4 2 3

－ 8 5 3 3 1

4 1 ○

4 1 ○

4 1 ○

4 1 ○

－ 4

3 1 ○ 1

4 1 ○ 1

4 4 ○ 4 2 3 2

4 6 ○ 4 2 3 2

－ 12 4 2 3 2

実
践
科
目

コ
ー

ス
科
目
（

航
空
宇
宙
シ
ス
テ
ム
工
学
コ
ー

ス
）

基
礎
工
学
科
目

基
礎
科
目

完
成
科
目

特
別
講
義

航空宇宙工学特別講義Ｂ

小計（４科目）

航空宇宙工学特別講義Ａ

航空宇宙工学製図

航空宇宙材料学

機械製図Ⅰ

小計（１８科目）

航空宇宙工学演習Ⅱ

航空宇宙工学演習Ⅲ

機械工作法実習Ⅰ

航空宇宙工学特別講義Ｃ

航空宇宙工学特別講義Ｄ

航空宇宙機設計及び製作Ⅱ

卒業研究Ⅰ

航空宇宙機設計及び製作Ⅰ

卒業研究Ⅱ

制御工学演習

宇宙航行力学

制御工学

数値流体力学

伝熱・燃焼工学

ジェットエンジン

航空宇宙構造力学Ⅰ

ロケット工学

航空制御工学

航空宇宙構造力学Ⅱ

航空機ダイナミクス

飛行力学

有限要素法

航空機姿勢安定論

－小計（４科目）

－

－

－

小計（１５科目）

知的所有権

応用解析学Ⅰ

プログラミング入門

応用解析学Ⅱ

機械力学演習

確率・統計

計測電子工学Ⅰ

機械力学Ⅱ

小計（６科目）

航空宇宙工学セミナーⅡ

航空宇宙工学実験

航空宇宙工学セミナーⅠ

粘性流体力学

－

航空宇宙工学演習Ⅰ

圧縮性流体力学
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工学部機械航空創造系学科（昼間コース）

2 1 ○ 1 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 1 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 1 ○ 1 1

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 1 ○ 1 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 1 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 4 3

3 2 ○ 2 2

3 2 ○ 2 1

3 1 ○ 2

3 1 ○ 5 3

4 3 ○ 5 3 3

4 8 ○ 5 3 3

3 2 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○

4 2 ○ 1

2～4 1 ○ 1

－ 54 13 5 4 3

－ 6 158 2

－ 187 258 20 13 4 8

固体化学

材料工学実験Ｂ

工学関係

合計（２６７科目）

耐環境材料学

－

工場見学

小計（１１０科目）

材料強度学

表界面科学

－

－

（別紙「学部共通科目（副専門科目）
（昼間コース）」のとおり）

３科目以上修得
すること

材料科学Ｂ

システム材料学

物理化学Ａ

材料科学Ａ

材料プロセス学

材料電気化学

マテリアルセミナーⅠ

材料科学Ａ演習

マテリアルセミナーⅡ

弾塑性力学演習

学位又は学科の分野

材料工学実験Ｃ

科学英語

材料生産技術

金属材料学Ｂ

卒業研究

学位又は称号

小計（３５科目）

学士（工学）

力学演習

材料プロセス学演習

材料加工学

物理化学Ｂ

結晶構造学

弾塑性力学

学
部
共
通
科
目

（

副
専
門
科

目
）

複合材料学

設計製図基礎

セラミックス材料学

コ
ー

ス
科
目
（

材
料
工
学
コ
ー

ス
）

材料精製学

固体物性基礎論

材料工学実験Ａ

信頼性工学

金属材料学Ａ
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工学部機械航空創造系学科（昼間コース）

Ⅰ 設置の趣旨・必要性

設　　　　置　　　　の　　　　趣　　　　旨　　　　・　　　　必　　　　要　　　　性

　既存の機械システム工学科及び材料物性工学科においても，「材料力学」，「材料加工学」，「材料力学演
習」などの共通する科目の設定がなされているが，それらは両学科（分野）の視点からのアプローチの域を出な
いものである。本来密接な関係を有する（狭義の）機械分野と材料分野を体系的にとらえ，その繋がりに配慮
し，さらには隣接する学問領域をも包含した教育を実践することにより，これまで以上の教育効果が期待でき
る。もちろん，材料分野は（狭義の）機械分野以外の分野とも様々な関係性を有しており，コース分属後は材料
工学コースにおいて一層拡がりを持った教育を展開することとしているが，その前提となる基礎的要素の効果的
な修得には，再定義された機械工学分野として体系的に位置付け教育を行うことが有効であると判断する。
　具体的には（１）機械工学の根幹をなす熱力学，流体力学，材料力学，機械力学，制御工学，機械加工学等の
共通的な基礎教育を前提に機械の工学と科学の専門的基盤を有機的に学ぶ機械工学トラック，およびロボットに
代表される機能的な機械システムを考案，設計，製作，駆動するための先進技術を学ぶロボティックストラック
からなる「機械システム工学コース」，（２）航空宇宙システム工学を構成する広範かつ高度な要素技術ならび
にシステム技術を題材として，先進的かつ知識集約型の複合技術を学ぶ「航空宇宙システム工学コース」，
（３）金属を中心とする材料の設計・開発・プロセッシング等に必要な教育とともに，先進材料の開発や設計・
評価等に必要な工学技術を学ぶ「材料工学コース」を設け，新技術の構築や生産技術の革新，さらには新領域・
融合領域の研究・開発に対応できる素養を身に付けた人材を育成する。

４）機械航空創造系学科の概要，目的，養成される人材等
　自動車・鉄道・航空宇宙機等の輸送機械，ロボットや医療機器等，人間の社会活動の基盤をなし，生活の安
全・安心を確保するための種々の機械を設計・製造・運用するためには，機械工学及び機械技術が欠かせない。
また，脱化石燃料を推進し地球温暖化を緩和するエネルギー・環境技術の中核としても，機械工学及び機械技術
はきわめて重要である。
　本学科では，近年，工学研究科博士前期課程における教育コースの設定やセンター設置を行うなど本学の特色
の一つである「ものづくり」を共通のキーワードとして，機械工学分野を機械を構成する材料および機械が用い
られる極限環境さらには機械を制御する技術までを含む範囲に定義し教授することを目指す。このため，既存の
材料物性工学科のうちの材料分野を同学科に組み込んだ。密接な関係を有するこれら分野を再整理し体系立てる
ことにより，新たな技術構築や生産技術の革新，さらには新領域，融合領域の研究・開発に対応できる素養を身
に付けさせる教育がこれまで以上に可能となる。これにより我が国の基幹産業である重工業から先端産業まで広
範な機械関連産業の将来を担う創造的な次世代の研究者，技術者を育成し，ひいては未来を創造することを目的
とする。

○機械システム工学コース
　機械システム工学は，システムを考案，設計，製作，検査，使用するために必要とされる科学や技術に関する
学問分野である。きわめて幅広い産業の礎であり，「ものづくり」の要である。本コースでは，自然と調和した
機械システムを実現するためのエネルギー・環境保全技術，機能的な機械システムを開発・製造するための生産
技術，機械に知能を授け人間社会との協調を目指すメカトロニクス・ロボット技術などの基礎知識と応用能力を
兼ね備えた人材を育成する。
　卒業後の進路としては，自動車，輸送機械，工作機械，電気電子情報機器などの各種工業製品の製造現場にお
ける部品やシステムの考案設計・研究開発・品質管理，自動化製造ラインや設備システムの保守管理などに携わ
る技術者，さらには本学の機械創造工学系専攻を中心とした大学院への進学などが挙げられる。

○航空宇宙システム工学コース
　本学は今期中期計画において航空宇宙分野で社会に貢献することを謳っており，平成１６年度の航空宇宙機シ
ステム研究センターの設置の他，教育面においては平成１８年度には工学研究科博士後期課程にＪＡＸＡ（宇宙
航空研究開発機構）との連携講座を設けている。こうした本学における研究・教育面の活発な活動や北海道を舞
台とする航空宇宙産業の展開，地域社会からの要請を背景に平成２０年度には博士前期課程に航空宇宙システム
工学専攻を設置している。
　今回の改組における学部への航空宇宙システム工学コースの設置も，この一連の流れによるものであり，地域
社会からの要請等を背景として本学の大きな特色である航空宇宙分野の教育面における明確な体系立ての完成と
教育の一層の充実を図るものである。つまり，これまで学科の１講座（分野）であった航空宇宙システム工学を
学科のコースとして位置付けて広義の機械工学の枠の中でその繋がりや関係性を意識した効果的な教育を行うと
いう横の必要性と，博士前期課程航空宇宙システム工学専攻への接続や一貫性を重視した教育体系の確立による
効果的な教育実践という縦の必要性からコースを設置するものであり，同時に設置することとしている工学研究
科博士後期課程航空宇宙システム工学専攻と併せて学士課程・博士前期課程・博士後期課程を通じた航空宇宙シ
ステム工学の一貫教育が完成することとなる。

３）改組の内容と特徴（学部関係部分）
　　略　（建築社会基盤系学科に同じ）

２）改組の方針
　　略　（建築社会基盤系学科に同じ）

１）背景及び問題の所在
　　略　（建築社会基盤系学科に同じ）
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Ⅱ 教育課程の編成の考え方・特色

１）教育課程編成
　学部全体に共通する教育課程等の概要については略（建築社会基盤系学科に同じ）。

　航空宇宙システム工学は，極めて総合性が要求される学問領域であり，本コースでは，航空宇宙システム工学
の基盤を成す各分野の基礎的な専門知識を身に付けた人材を育成する。さらに，システム志向の考え方を身に付
け，システムを構成する基礎となるキーテクノロジーの重要性を理解することを通して，幅広い視野から柔軟か
つ総合的な判断を下せる素養を身につけた人材を育成する。
　航空宇宙産業は，今後さらなる発展が期待されており，本コースの設置により基礎的な専門知識と実践能力を
備えた人材を航空宇宙産業に供給できる。特に，将来道央地域に誘致することが計画されている航空宇宙産業基
地に道内から優秀な人材を供給することができる。さらに多様なものづくりにも対応可能である。
　卒業後の進路としては，航空機関連の設計・開発，保守等に携わる技術者，エアライン等の航空機の運用に携
わる技術者，航空宇宙機に関連した広範な科学技術に携わる技術者，さらには本学の航空宇宙システム工学専攻
を中心とした大学院への進学などが挙げられる。
　なお，学生確保の見通しについては，そもそも学生の募集は学部を単位として行われ，改組後の機械航空創造
系学科全体の入学定員の設定においては既存の機械システム工学科及び材料物性工学科の志願倍率（平成２０年
度でそれぞれ３．６９及び２．８７倍）や教員数等を勘案して設定を行っていることから問題はないと判断して
いる。また，航空宇宙分野に関していえば，これまでに新入生に対して実施したアンケートにおいて，いずれの
年度においても学科志望動機として４～５割近くの機械システム工学科新入学生が「航空・宇宙関係に興味があ
り学びたい」ことを理由として挙げていることからも学生確保の見通しについては全く問題ないものと考える。

　次に機械航空創造系学科における教育課程については以下のとおりである。

　入学後の１年間は学科単位での共通教育を行うこととし，学生は「主専門共通科目」として開講される数学を
はじめとする自然科学系科目，および学科共通科目を履修する。これら科目は２年次以降コースに分属し，コー
ス別に理科系専門教育を行うための必修科目であるとともに，これら科目の学習を通して学生は自らの指向や得
意分野を見いだして行く。学科共通科目の一つであるフレッシュマンセミナーでは大学において学ぶ意義，学ぶ
方法など，フレッシュマンとしてのスタートを支援する内容のほかこの学科で学ぶ専門教育の位置づけ，３つの
コースの共通点と相違点を学ぶ。また，他の学科共通科目では学科に共通して必要とされる専門基礎的要素を学
ぶ。これらを通じて，学生に専門教育を受けるための素養を意識・知識の両面に配慮して身に付けさせる（「第
１のポータル」）。
　２年次から３年次において，学生は３コースに分属し異なった専門教育を受ける。それぞれのコースにおける
専門科目編成の考え方と特色は後述する。
　また，この間，３年次前期においては「技術者倫理」を，後期には「機械科学セミナー，ロボティクスセミ
ナー，航空宇宙工学セミナー，およびマテリアルセミナーI」を開講し，それぞれ技術者の社会的責任と役割を
専門と専門の周囲における事例を通して考える機会を提供する。これらにより，学生が技術者・研究者として次
の一歩を歩むための準備を学科共通で支援する（「第２のポータル」）。さらにいずれのコースにおいても４年
次に卒業研究を実施し，専門教育を総合し完結させる。
　以上のように本学科は，コース別教育によりそれぞれの専門を深く学びつつも入学直後と進路決定前の時期に
広い，あるいは俯瞰的な視野から自らを考えるチャンスを与え，適切なキャリアを得るための教育を行うことを
特色としている。

○材料工学コース
　本コースでは，新しい材料の設計・開発・プロセッシングや評価までを含む材料工学の技術・知識を修得す
る。学科共通の基礎科目に加えて，材料設計工学の基礎となる材料組織学，材料強度学，材料力学など，材料プ
ロセッシングの基礎となる物理化学，材料プロセス学など，新たな材料の創成に必要な材料加工学，環境材料学
などを学ぶことで，様々な機能を有する材料の開発能力やその製造技術などの材料工学の専門知識を身につけた
人材を育成する。
　卒業後の進路としては，先進鉄鋼・金属を含む新素材の設計・開発・生産技術に携わる技術者，材料生産ライ
ンの運用に携わる技術者，機械系分野の先進材料開発・加工に携わる技術者，さらには本学の機械創造工学系専
攻を中心とした大学院への進学などが挙げられる。
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○機械システム工学コース
　広範な機械工学分野における幅広い専門基礎知識と特定の分野に的を絞った応用実践能力を修得することがで
きるように，逆π型のカリキュラムを設定する。まず，πの横棒には，機械工学では古今東西を問わず不可欠な
科目に位置づけられる，４力制御系科目，すなわち，熱力学，流体力学，材料力学，機械力学ならびに制御工学
を主に，演習形式の授業も併行して置く。工学基礎科目の選択性は，必ずしも学生の学力向上には繋がらないと
の考えから，必修を前提とする。πの縦棒２本には，科学技術創造立国を標榜する我が国の産業を支える大きな
柱である，環境エネルギー・工業生産技術ならびにロボット技術に関する工学科目群を置く。この両技術分野
は，世代を超えて産業界からの人材育成の要請が高い。両者は各々大きな特徴を有しているとともに，内容が膨
大である。よって，学生の自立を促すとともに得手や興味を重視してトラック制を敷き，選択制を採用する。な
お，低学年から高学年まで，講義を補完する演習系ならびに勉学意欲を誘発させる実習系の授業を各学年に散り
ばめることにより，教育効果のスパイラルアップ効果を狙う。なお，本コースは，ワシントンアコード加盟のＪ
ＡＢＥＥ（日本技術者教育認定機構）認定プログラムを踏まえている。
　具体的な機械システム工学コースの主専門教育課程は，学部共通科目群ならびに学科共通科目群に加え，実習
系の必修科目群（実践科目群），講義系の必修科目群（基盤科目群），講義系必修科目に対応する演習科目群
（演習科目群），トラック別の実践科目群（展開科目群），応用的な講義系の選択科目群（応用科目群）とい
う，合計７つの科目群により構成される。
　これらの科目群について，年次進行と共に高度になる科目群を履修させることにより，工学一般ならびに機械
システム工学の基礎的知識から応用的知識・技能までを修得させる。また，座学により知識を学ばせる講義科目
と学生が自ら体験・経験することによりより深く体得させる各種演習系科目を平行に配置し，修得度の向上を
図っている。具体的には「学部共通科目群」，「学科共通科目群」で工学一般の基礎科目を修得し，その知識を
元に「実践科目群」，「基盤科目群」，「演習科目群」で機械システム工学の基礎知識を学ぶ。これらの知識の
応用として「展開科目群」，「応用科目群」，「実践科目群（卒業研究Ⅰ，Ⅱ）」と発展した内容を履修させる
ことにより，学生に総合的な能力を付与する。

（１）実践科目群
　「実践科目群」は機械システム工学の基幹となる必須の実習系科目である。機械システム工学におけるさまざ
まな実習系基礎技能・知識を修得させることがこの科目群の狙いである。なお，入学後の工学への始動授業とし
て，１年次に学科共通科目としてフレッシュマンセミナーを置く。
（２）基盤科目群
　「基盤科目群」は機械システム工学のコア科目と言われる４力制御（熱力学，流体力学，材料力学，機械力
学，制御工学）に加え，機械系技術者には必須の科目をリストアップした講義科目群である。機械システム工学
の基盤となる幅広い必須基礎知識を修得させることをこの科目群の狙いとしている。なお，学科に共通する科目
として，１年次に専門基礎的要素の理解を目的とした複数の科目を置く。
（３）演習科目群
　「演習科目群」は，上記「基盤科目群」で示した機械システム工学のコア科目（４力制御）を補完する演習科
目群である。コア科目は機械システム工学における最重要基幹科目であることに加え，力学系科目であることか
らその理解・修得には学生が自ら問題を解いて体得する必要がある。本演習科目群によりそのサポートを行う。
（４）展開科目群
　「展開科目群」は，本コースの２つの各トラック（機械科学トラック，ロボティクストラック）において，専
門知識を実践を通して修得する科目である。
（５）応用科目群
　「応用科目群」は「実践科目群」，「基盤科目群」の幅広い基礎知識を得た上で，それらの応用となる機械シ
ステム工学の各学問領域に関する内容を講義により学ばせる科目群である。高年次に置くことにより，低年次で
学んだ基礎科目の応用発展力の向上を狙う。
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○材料工学コース
［教育課程の編成方針］
　材料工学は従来，資源の大量消費と製品の大量生産を通して文明の加速に貢献してきたが，資源エネルギー節
約と地球環境維持が次世代の工学者にとって大きな課題となる。材料工学コースは，そのような時代において，
単に新技術・先端技術を追求するのではなく，常に人類の幸福な発展を支えることのできる材料工学者を育成す
ることを責務とし，以下のような学習教育目標を掲げ，これらに沿った教育課程を編成する。
（学習教育目標）
Ａ．材料工学の現状，問題点，社会の要求について多面的に考える能力を修得する。
Ｂ．材料工学が社会および自然に与える影響と責任を自覚できる能力を修得する。
Ｃ．自然科学の基礎的知識を修得し，材料工学の専門分野に応用できる能力を修得する。
Ｄ．材料に関する専門知識・技術を修得し新材料の創製に応用できる能力を修得する。
Ｅ．材料工学に対する社会の要求を解決するためのデザイン能力を修得する。
Ｆ．日本語による論理的思考，コミュニケーション能力および英語による基礎コミュニケーション能力を修得
　　する。
Ｇ．学習課題を与え，学生自身が自主的，継続的に学習できる能力を修得する。
Ｈ．与えられた制約の下で計画的に調査・研究を進め，まとめる能力を修得する。
［カリキュラム上の特色］
　学習教育目標Ａ～Ｈはどれも材料工学者として必須の能力であるため，材料工学コースとしてはこれらを偏る
ことなく身に付けさせることを目指し，コース科目を必修科目８８単位，選択科目７単位以上とした。特にＤに
関しては（Ｄ１） 材料の構造・性質に関する基本の理解，（Ｄ２）材料のプロセスに関する基本の理解，（Ｄ
３）材料の機能および設計・利用に関する基本の理解，を中心に位置づけ数期にわたってこれらに関する基礎的
な内容から深化させた科目を配置する。
　さらに，材料工学者として必須の能力が身につきはじめる３年前期～３年後期に選択科目をおき，新素材など
の開発者，材料生産プロセス技術者，機械系分野の先進材料の開発者など学生の将来の希望キャリアに沿った教
育が受けられるようにする。

○航空宇宙システム工学コース
　高等学校の理数科の知識から出発し段階を経て航空宇宙システム工学の高度かつ広範な専門知識を修得できる
よう，最適なカリキュラムを設定する。航空宇宙システム工学の主要な学問領域である空気力学，推進工学，航
空宇宙構造工学，および航空宇宙制御工学について講義および演習授業をバランス良くかつ基礎から応用に向け
て体系的に設定する。航空宇宙機への応用を明示した実践的な教育によって，学生の学習意欲（モチベーショ
ン）を高めるとともに，広範な要素技術をシステムに統合する考え方を培い，幅広い視野から柔軟かつ総合的に
判断する素養を身に付けさせる。また，我が国の産業社会では団塊の世代のリタイアに伴って組織内での技術者
養成が十分に実施できなくなっており，これを補うような人材の輩出が大学に求められているため，座学（講義
および演習授業）だけでなく，設計・製作実習，三次元CAD実習，実験・計測実習，学外実習，等の実習教育に
重点を置いて，技術者としての実践能力を培う。なお，学生が自律的に学修計画を立案・実行できるように配慮
し，座学は極力選択科目とする。
以上の観点から，入学から卒業までの時系列で，以下のような構成のカリキュラムとする。
（１）「学科共通科目」：工学を初めて学ぶ入門的科目を学科共通で一年次に設定し，大学での工学教育
　　への円滑な導入を図るとともに，学科内３コースの共通リテラシーを培う。
（２）「基礎工学科目」：航空宇宙システム工学の基礎となる「空気力学基礎理論」，「推進工学基礎理論」，
　　「構造力学基礎理論」，「機械力学」，「制御工学」，等の講義や演習授業を設定し，基礎知識を陶冶す
　　る。特に重要な「空気力学基礎理論」，「推進工学基礎理論」，「構造力学基礎理論」および「航空宇宙
　　工学基礎演習」では，航空宇宙機への応用を明確にしつつ基礎工学理論を講述・演習することによって
　　学生の学習意欲を高め，教育効果の向上を図るとともに，システム志向の考え方すなわち柔軟かつ総合
　　的な判断能力を培う。
（３）「基盤科目」：航空宇宙システム工学の根幹を成す空気力学，推進工学，航空宇宙構造工学，航空宇宙
　　制御工学に関する講義および演習授業を段階的にバランス良く設定する。主に二年次後期から三年次
　　後期まで段階を踏んで講義を設定するとともに，各学期の演習授業（「航空宇宙工学演習Ⅰ，Ⅱ，および
　　Ⅲ」）によって専門知識の確実な定着を図る。
（４）「実践科目」：実践能力を培うための製図，工作法実習，実験，等の科目を設定し，すべて必修とする。
（５）「特別講義」：実際のもの作りの高度なシステム技術について民間企業等の第一線の技術者による講義を
　　設定する。
（６）「インターンシップ」：民間企業等の第一線の研究開発を体験する実習を設定し，夏期休暇等を活用して
　　実施する。（共通科目）
（７）「完成科目」：「航空宇宙機設計及び製作Ⅰ・Ⅱ」，「卒業研究Ⅰ・Ⅱ」を必修科目として設定し，多様
    な要素技術を小規模なシステムに統合することを体験する。それまでに修得した知識を総合的に実践するこ
    とを通して，航空宇宙システム工学を学ぶ上での総仕上げとする。

室蘭工業大学8



工学部機械航空創造系学科（昼間コース）

２）教育方法等（建築社会基盤系学科に同じ：再掲）
　学生に対し，授業の方法及び内容，１年間の授業の計画をあらかじめ明示するための授業科目の一覧，シラバ
スを作成し配付する。

３）履修指導体制・卒業研究指導体制（建築社会基盤系学科に同じ：再掲）
　各学科に入学した学生には，入学時に基本的な履修指導を行うほか，期首毎に各学科・コースを担当する教員
による履修指導を行うこととする。
　３年次終了時点での単位修得数が所定の認定基準に達した学生に対し，学科において審議の上，卒業研究の題
目及び主指導教員・副指導教員を選定する。

４）成績評価（建築社会基盤系学科に同じ：再掲）
ⅰ）厳格な成績評価を実現するための方策
　各科目の担当教員は，成績評価の基準を詳細に設定し，シラバスをとおして学生および教員全員に対して公開
する。
ⅱ）成績評価の方法
　担当教員の方針に従い試験に基づき１００点法により評価を行い，６０点以上で合格とする。

　改編後の教育体制として，１年次には学科単位で基礎教育を行うため，修学相談，修学指導及び学生生活指導
を円滑に行うことができるように，学科毎に１年次学生をクラス編成し，当該学科所属の准教授以上の専任教員
のうちから「クラス主任」を置く。各クラス主任及び学科長は，学生の履修・理解状況等について連絡を密に取
り合うこととする。
　その他，必要に応じて副主任等を置くことを認める。
　また，２年次からはコース毎の教育を基本とすることとしており，コース長の下で修学相談，修学指導，学生
生活指導等を行い，必要に応じて「副コース長」を置くことを認める。
　なお，現在，各学科から１名ずつ選出している本学の全学委員会である「教育システム委員会」及び「学生サ
ポート委員会」等の委員については，コース毎に１名ずつ選出するなど，改組後の実態に即した改正を行う。

５）教育組織の運営及び教育責任体制（建築社会基盤系学科に同じ：再掲）
　教員組織（研究組織）を教育組織から分離したことにより，教育責任が曖昧になることが無いように明確な責
任体制を構築する。
　具体的には，教員組織（研究組織）の枠組みを基礎とした領域長とは別に，教育組織である学科に教育業務を
統括・調整する「学科長」を置く。学科長は適宜副学科長を指名する。
　学科長は当該学科に所属する専任の教授をもって充てることとし，コース長の中から学長が任命するものとす
る。また，学科には，①コース長を構成員とする，②もしくは学科に所属する構成員（※教授，准教授のみとす
るなどの運用は学科の判断による）とする「学科会議」を置き，学科の教育方策，運営や学科共通科目，あるい
はコース所属等に係る事項について決定・確認する。
　各コースには「コース長」を置く。コース長は，コース教育に係る諸業務を統括するものとし，コース構成員
（教授，准教授，講師，助教及び助手）から成る「コース会議」で選考するものとする。
　コース会議では，各コースの教育方策や運営等について審議を行う。これらに伴う教員負担の増についてであ
るが，本学工学部では，現在も建設システム工学科，材料物性工学科においてそれぞれ教育上の２コースを設
け，学科全体としてのみではなくコース会議等を設定してコース単位で責任体制を明確とした運営を行ってお
り，関係する教員・学科については改組に伴う負担増はほとんど無い。その他の既存学科においても実質的なグ
ループ会議等を設けた運営を行っていることから，こちらについても改組に伴う教育コース設定が大幅な負担増
には繋がらない。
　むしろ，工学部内で既に経験済みの前例を踏まえ，大学全体として効率的かつ責任あるコース教育体制を統一
的に明確化し，運営することは望ましい方向であると考えており，学内の教員も合意済みである。
　なお，大学には従来同様教授会を置き，専任の講師以上を構成員として教育研究（主として学士課程教育）に
関する事項を審議するものとする。
　また，学科長を領域長と並び「教育研究評議会」の構成員とし，教育・研究にかかる重要事項の審議を通じて
大学の意思決定プロセスに参画させるほか，教育・研究にかかる連絡及び意見調整の場として「領域長・学科長
等連絡会議（仮称）」を設ける。

室蘭工業大学9



工学部機械航空創造系学科（昼間コース）

期

標準修業年限
　標準修業年限は４年とする。

卒業要件
（機械システム工学コース）
１．共通科目，学科共通科目及びコース科目の必修科目８１単位，選択
　科目（演習科目群から４単位以上を含む。）から１４単位以上，合計
　９５単位以上修得すること。ただし，展開科目群の授業科目は，機械
　システム工学コースにおいて定める教育トラック別（機械科学トラッ
　ク，ロボティックストラック）に履修すること。
２．副専門３４単位以上，主専門９５単位以上，合計１２９単位以上修
　得すること。
（航空宇宙システム工学コース）
１．共通科目，学科共通科目及びコース科目の必修科目７２単位を含め
　て９５単位以上を修得のこと。
２．副専門３４単位以上，主専門９５単位以上，合計１２９単位以上修
　得すること。
３．機械システム工学コース及び材料工学コースのコース科目につい
  て，１０単位を上限として選択科目の単位に算入することができる。
（材料工学コース）
１．共通科目，学科共通科目，コース科目の必修科目８８単位を含めて
　９５以上修得すること。
２．副専門３４単位以上，主専門９５単位以上，合計１２９単位以上修
　得すること。

週１学期の授業期間

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

2

１時限の授業時間

授業期間等

１学年の学期区分

45 分

15

室蘭工業大学10



必
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選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 2 ○

1 3 ○

1 3 ○

2 2 ○

1 2 ○

1 2 ○

2 1 ○

1 2 ○ ○

－ 17

1 2 ○

1 1 ○

2～4 2 ○

2～4 3 ○

－ 8

2 1.5 ○ 3

3 1.5 ○ 1

3 1.5 ○ 13 10 4 7

3 2 ○ 13 10 4 7

3 2 ○ 13 10 4 7

4 4 ○ 13 10 4 7

4 6 ○ 13 10 4 7

1 2 ○ 2 1

2 2 ○ 1

2 0.5 ○ 13 10 4 7

－ 23 13 10 4 7

2 2 ○ 1 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 1 ○ 13 10 4 7

1 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

4 2 ○ 1

2 2 ○ 1 2

3 2 ○ 1 2

2 2 ○ 1 1

機械加工学

計測工学

空気力学

推進工学

航空宇宙構造力学

授業形態

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　　　育　　　課　　　程　　　等　　　の　　　概　　　要

工学部機械航空創造系学科（夜間主コース）

科目
区分

備考

専任教員等配置単位数

配当年次授業科目の名称

基礎化学

図学

小計（４科目）

情報メディア基礎

物理学実験

解析Ａ

解析Ｂ

その他，他学科
の専任教員等を

配置

機械航空創造系セミナーＢ

基礎物理Ｂ

短期インターンシップ
１科目修得可

能

卒業研究Ⅰ

機械材料学

機械システム設計学

伝熱工学

流体機械

学
部
共
通
科
目

必
修
科
目

選
択
科
目

基礎物理Ａ

解析Ｃ

小計（８科目）

長期インターンシップ

線形代数

必
修
科
目

機械航空創造系概論

機械航空創造系セミナーＡ

卒業研究Ⅱ

熱力学

小計（１０科目）

流体力学

選
択
科
目

機械力学

機構学

制御工学

－

－

－

材料力学

工作法実習

機械製図

機械航空創造系実験

機械航空創造系演習

室蘭工業大学1



工学部機械航空創造系学科（夜間主コース）

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○

3 2 ○

3 2 ○

2 2 ○

3 2 ○

4 2 ○

4 2 ○

－ 47 14 11 4 7

－ 6 44

－ 46 99 14 11 4 7

Ⅰ 設置の趣旨・必要性

Ⅱ 教育課程の編成の考え方・特色

工学関係

設　　　　置　　　　の　　　　趣　　　　旨　　　　・　　　　必　　　　要　　　　性

１）教育課程編成
　学部全体に共通する教育課程等の概要については略（建築社会基盤系学科に同じ）。

合計（７８科目） －

学位又は学科の分野

－小計（３２科目）

　次に機械航空創造系学科（夜間主コース）における教育課程については以下のとおりである。

　夜間主コースの基本的な教育課程は昼間コースに準拠している。昼間コースと同等の教育コースを用意する
ことにより勤労学生に配慮し，就学意欲を高めることを意図している。
　また各専門コースに分属させる体系を取らず，機械，航空宇宙，材料系分野を幅広く選択できるようにし
て，社会との接点の多い夜間主学生の強みを生かしたジェネラリストを育成する狙いがある。
　以下，主専門科目（夜間主コース）を履修する場合について述べる。主専門科目は，学部共通科目と機械航
空創造系学科別科目の二つから構成される。
　主として１，２年次の学生については共通科目を履修させ，その後，高学年になるにしたがって学科別科目
の履修に重みを置くようにする。
（１）主専門共通科目
　昼間と同様，物理と数学の基礎科目に重点を置き，専門科目の礎となる科目である。また基礎的な思考能力
を身に付けさせることを狙いとする。
（２）機械航空創造系学科別主専門科目
　機械航空創造系学科を横断する学科別主専門科目として，「熱力学」と「材料力学」を重要科目と位置づけ
共通科目と同様，低学年次必修として履修させる。また機械系演習科目も必修とする。

２）改組の方針
　　略　（建築社会基盤系学科に同じ）

学位又は称号

電気回路

小計（２４科目）

工業経済論

数値計算法

システム制御工学

－

１）背景及び問題の所在
　　略　（建築社会基盤系学科に同じ）

学士（工学）

線形システム論

材料強度学

（別紙「学部共通科目（副専門科目）
（夜間主コース）」のとおり）

３）改組の内容と特徴（学部関係部分）
　　略　（建築社会基盤系学科に同じ）

４）機械航空創造系学科（夜間主コース）の概要，目的，養成される人材等
　自動車・鉄道・航空宇宙機等の輸送機械，ロボットや医療機器等，人間の社会活動の基盤をなし生活の安
全・安心を確保するための種々の機械を設計・製造・運用するためには，機械工学および機械技術が欠かせな
い。また，脱化石燃料を推進し地球温暖化を緩和するエネルギー・環境技術の中核としても，機械工学および
機械技術はきわめて重要である。
　本学科では，機械工学分野を機械を構成する材料および機械が用いられる極限環境さらには機械を制御する
技術までを含む範囲に定義し教授することを目指す。このため，既存の材料物性工学科のうちの材料分野を同
学科に組み込んだ。密接な関係を有するこれら分野を再整理し体系立てることにより，新たな技術構築や生産
技術の革新，さらには新領域，融合領域の研究・開発に対応できる素養を身に付けさせる教育がこれまで以上
に可能となる。これにより我が国の基幹産業である重工業から航空宇宙関連分野等の先端産業まで広範な機械
関連産業の将来を担う創造的な次世代の研究者，技術者を育成し，ひいては未来を創造することを目的とす
る。

確率・統計

学
部
共
通
科
目

（

副
専
門
科

目
）

材料科学Ａ

材料プロセス学

計算機システム

室蘭工業大学2



工学部機械航空創造系学科（夜間主コース）

標準修業年限
　標準修業年限は４年とする。

卒業要件
１．必修科目４０単位，選択科目５０単位以上，合計９０単位以上修得
  すること。
２．全学科（昼間コース及び夜間主コース）の主専門教育課程の授業
  科目（共通科目・学科別科目・コース別科目）を履修し，単位を修
  得した場合は，選択科目の単位数に充当することができる。ただし，
  ３０単位を超えることはできない。
３．副専門３４単位以上，主専門９０単位以上，合計１２４単位以上修
  得すること。

期2

週

１学年の学期区分

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

15

１時限の授業時間 45

２）教育方法等（建築社会基盤系学科に同じ：再掲）
　学生に対し，授業の方法及び内容，１年間の授業の計画をあらかじめ明示するための授業科目の一覧，シラ
バスを作成し配付する。

３）履修指導体制・卒業研究指導体制
　各学科に入学した学生には，入学時に基本的な履修指導を行うほか，期首毎に学科の担当教員による履修指
導を行うこととする。
　３年次終了時点での単位修得数が所定の認定基準に達した学生に対し，学科において審議の上，卒業研究の
題目及び主指導教員・副指導教員を選定する。

４）成績評価（建築社会基盤系学科に同じ：再掲）
ⅰ）厳格な成績評価を実現するための方策
　各科目の担当教員は，成績評価の基準を詳細に設定し，シラバスをとおして学生および教員全員に対して公
開する。
ⅱ）成績評価の方法
　担当教員の方針に従い試験に基づき１００点法により評価を行い，６０点以上で合格とする。

５）教育組織の運営及び教育責任体制
　夜間主コースについても，教育責任が曖昧になることが無いように明確な責任体制を構築する。
　具体の体制は昼間コースに準じたものとなる。

分

１学期の授業期間

室蘭工業大学3
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教
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手

1 2 ○ 4 1 1

1 2 ○ 6 1

1 1 ○ 1 1 1

1 2 ○

1 3 ○

1 3 ○

2 2 ○

1 2 ○ 7 4

1 1 ○ 1 2 6

1 2 ○ ○

3 2 ○ 3

1 1 ○

2～4 2 ○

2～4 3 ○

－ 22 6 1 4 1

1 1 ○ 3

1 2 ○ 6

1 2 ○ 1 1

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

1 2 ○ 2

1 2 ○ 1

4 2 ○ 21 12 1 9

4 8 ○ 21 12 1 9

－ 23 21 12 1 9

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 1 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 2

2 1.5 ○ 1 1

2 1.5 ○ 1 1

3 1.5 ○ 1 1

3 1.5 ○ 1 1

3 1.5 ○ 1 1

3 1 ○

3 1 ○

2 1 ○ 1

2 1 ○ 1

１科目のみ単
位として認め

る長期インターンシップ

情報処理

知的財産所有権論

－

有機化学Ｂ

物理化学Ａ

移動論

安全管理工学

応用化学英語演習

化学工学実験Ａ

生化学Ａ

有機化学実験

物理化学実験

授業形態

ゼミナール

小計（１４科目）

短期インターンシップ

－

線形代数

配当年次

単位数

解析Ａ

技術者倫理

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　　　育　　　課　　　程　　　等　　　の　　　概　　　要

工学部応用理化学系学科

専任教員等配置

備考

物理化学Ｂ

分析化学実験

化学工学基礎

小計（９科目）

生命科学

卒業研究

物質科学

その他，他学科
の専任教員等を

配置

科目
区分

授業科目の名称

基礎物理Ａ

有機化学Ａ

学
部
共
通
科
目

図学Ⅰ

熱力学

学
科
共
通
科
目

フレッシュマンセミナー

物理学実験

化学工学実験Ｂ

応用化学情報演習

情報メディア基礎

基礎物理Ｂ

解析Ｃ

解析Ｂ

基礎化学

化学実験

コ
ー

ス
科
目
（

応
用
化
学
コ
ー

ス
）

必
修
科
目

室蘭工業大学1



工学部応用理化学系学科

3 1 ○ 4

－ 21.5 6 5 5

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 2

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 1.5 ○ 1 1

2～4 1 ○

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

－ 58.5 14 7 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 1 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1 1

2 1.5 ○ 1 1

2 1.5 ○ 1 1

3 1.5 ○ 1 1

3 1.5 ○ 1 1

3 1.5 ○ 1 1

－

無機化学

水圏生物科学

生物有機化学

磁性

分析化学実験

量子化学

移動論

生物システム科学

有機化学Ｃ

微生物サイエンス

小計（１５科目）

反応速度論

物理化学実験

分析化学

微生物工学

誘電体物理学

生化学Ｂ

プロセス設計

光デバイス

レーザー工学

環境生物工学

機械的単位操作

４単位以内選択

半導体物理学

分子分光学

１０単位以上修得

応用化学工場見学

電気化学

化学システム工学

応用化学プレゼンテーション技法

遺伝子工学

反応工学

拡散単位操作

環境化学

物理化学Ｂ

生物工学実験

応用力学

生体機能材料科学

超伝導

小計（３３科目）

設計論

生物工学実験

有機化学実験

－

化学工学実験Ａ

有機化学Ｂ

コ
ー

ス
科
目
（

バ
イ
オ
シ
ス
テ
ム
コ
ー

ス
）

必
修
科
目

計測工学

情報処理

生化学Ａ

選
択
科
目

室蘭工業大学2



工学部応用理化学系学科

3 1 ○

3 1 ○

2 1 ○ 1

2 1 ○ 1

3 1 ○ 4

－ 21.5 6 6 5

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 2

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 1.5 ○ 1 1

2～4 1 ○

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

－ 58.5 20 7 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 1 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

知的財産所有権論

固体物理Ａ

水圏生物科学

反応速度論

遺伝子工学

バイオシステムプレゼンテーション技法

バイオシステム英語演習

反応工学

１２単位以上修得

－

バイオシステム情報演習

生化学Ｂ

微生物工学

微生物サイエンス

－

設計論

４単位以内選択

振動・波動論

小計（３３科目）

プロセス設計

固体物理Ｂ

電磁気学Ａ

磁性

誘電体物理学

半導体物理学

電磁気学Ｂ

計測工学

応用力学

生物有機化学

小計（１５科目）

環境生物工学

光デバイス

電気化学

無機化学

化学システム工学

機械的単位操作

レーザー工学

超伝導

電磁気学演習

有機化学Ｃ

拡散単位操作

生体機能材料科学

分子分光学

必
修
科
目

コ
ー

ス
科
目
（

応
用
物
理
コ
ー

ス
）

選
択
科
目

環境化学

量子化学

分析化学

生物システム科学

安全管理工学

化学工学実験Ｂ

バイオシステム工場見学

室蘭工業大学3



工学部応用理化学系学科

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 1 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 1 ○ 5

3 1 ○ 1

2 2 ○ 3 2

3 2 ○ 3 2

3 2 ○ 3 2

－ 34 9 3 2

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

2～4 1 ○

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

－ 25 14 1

－ 6 158 6

－ 128 306 21 13 1 9

Ⅰ 設置の趣旨・必要性
Ⅰ 設置の趣旨・必要性

レーザー工学

応用物理工場見学

応用物理学実験Ａ

半導体物理学

小計（１９科目）

応用物理学実験Ｂ

応用物理学実験Ｃ

固体の力学

選
択
科
目

環境化学

無機化学

計測工学

設計論

磁性

光デバイス

小計（１６科目）

分子分光学

応用力学

応物プレゼンテーション技法

プロセス設計

量子化学

超伝導

誘電体物理学

６単位以内選択

－

－

学
部
共
通
科
目

（

副
専
門
科

目
）

小計（１１０科目） －

量子力学

生物物理

科学英語

物理数学演習

統計熱力学

応用光学

学位又は称号 学士（工学）

（別紙「学部共通科目（副専門科目）
（昼間コース）」のとおり）

１）背景及び問題の所在
　　略　（建築社会基盤系学科に同じ）

合計（２６４科目）

学位又は学科の分野 工学関係

－

設　　　　置　　　　の　　　　趣　　　　旨　　　　・　　　　必　　　　要　　　　性

２）改組の方針
　　略　（建築社会基盤系学科に同じ）

３）改組の内容と特徴（学部関係部分）
　　略　（建築社会基盤系学科に同じ）

物理数学

生体機能材料科学

量子論

室蘭工業大学4



工学部応用理化学系学科

Ⅱ 教育課程の編成の考え方・特色
１）教育課程編成
　学部全体に共通する教育課程等の概要については略（建築社会基盤系学科に同じ）。

　次に応用理化学系学科における教育課程については以下のとおりである。

　応用理化学系学科は「応用化学コース」，「バイオシステムコース」及び「応用物理コース」の３コースか
ら構成され，学生は２年次から各コースに分かれて学習する。
１年次の教育を含め，以下コース毎に考え方を述べる。

○応用化学コース
　本コースでは，化学とその工学を基にして広い視点から化学の専門知識とバイオシステムの基礎知識を活用
して環境と調和した科学技術への貢献・創造ができる人材の育成を行う。そのため，物理化学，有機化学，分
析化学，環境化学などの化学系科目から，化学工学，移動論，単位操作，反応工学などの化学プロセス工学系
の応用・専門科目の他，生物化学系基礎科目まで教育する。
　卒業後の進路としては，化学系民間企業を始めとして，地球資源と環境を意識した技術者として幅広い業種
の民間企業，官公庁などが想定される。さらには本学の応用理化学系専攻を中心とした大学院への進学なども
挙げられる。

○バイオシステムコース
　本コースでは，化学と生物の専門知識を基にして，ポストゲノム時代のバイオテクノロジーの発展，生物利
用技術の工業化へ貢献できる人材，バイオテクノロジー・生命科学技術を環境破壊・食糧不足・人口増加など
の世界的社会問題へ展開し，その解決のために貢献できる人材を育成する。そのため生命科学の分野を中心と
した生化学，有機化学，微生物科学，遺伝子工学，環境生物工学などの生化学系の基礎科目から応用・専門科
目までの他，応用化学系基礎科目を教育する。
　卒業後の進路としては，医療製薬関連企業，食品関連企業，化学系企業などでの技術者，公的基礎研究機関
などにおける技術者，さらには本学の応用理化学系専攻を中心とした大学院への進学なども挙げられる。

○応用物理コース
　物質・材料の構造及び性質を原子・分子レベルの視点から探求し物理的・化学的法則を明白にした上，その
基礎的発見・知見を新規科学技術に応用できる人材の育成，物質・材料の構造及び性質を電気的・磁気的・熱
的・光学的などのさまざまな視点から解明し，その成果を新規材料の開発・設計へ発展させることができる人
材の育成を行う。そのために量子力学，固体物理学，電磁気学，熱力学，半導体物理学，超伝導物理学，誘電
体物理学，電子材料工学，応用光工学などの応用物理学系の基礎科目から応用・専門科目まで教育する。
　卒業後の進路としては，電気電子系民間企業，新規材料の設計・開発に携わる技術者，公的基礎研究機関な
どにおける技術者，さらには本学の応用理化学系専攻を中心とした大学院への進学なども挙げられる。

　具体的には，以下の３コースを設けて，既存の科学技術及び工学分野への貢献，または先進的科学技術を開
拓・創出できる技術者や研究者の育成を目指し，分子・原子・電子レベルの設計・制御，化学・物理反応制
御，新規化学合成法の確立，高効率な化学プロセスシステムの構築，環境化学，生物機能・生体材料技術利用
などの基礎から応用の領域に至る教育と研究を行う。

４）応用理化学系学科の概要，目的，養成される人材等
　科学技術は，めざましい発展を遂げて今や人類の生存にとって不可欠なものとなっている。しかし，これら
は果実をもたらすだけではなく，過剰な生産と消費活動による資源・エネルギーの枯渇問題，環境問題など多
くの深刻な問題も生み出し，これまでどおりの技術の展開に限界が見え隠れしている。そこで，従来の効率優
先の技術や一過的な表層的技術に囚われない，本質を見据えた科学技術や生産技術の構築が重要であり，物理
学・化学・生物学の基礎科学に立脚した科学技術及び工学の確立とそれに携わる人材の育成が必要である。ま
た，基礎科学に基づいたアプローチは，科学技術及び工学のさらなる高度化や次世代の先端技術の創成への貢
献に留まらず，早期の対応と解決が迫られているエネルギー，環境，食料等の問題解決のための有力な方法論
としても期待できる。
　本学科は，古くから本学に内在する化学，物理学，生物学といった基礎科学とそれに基づく工学に関する教
育を展開することとしており，理学的要素を多く含んだ工学即ち応用理工学分野として分類されるものであ
る。このため，既存の材料物性工学科のうちの応用物理分野を同学科に組み込むものである。
　現在，北海道内においては北海道大学以外に理学的分野を学べる学部若しくは学科等は存在せず，本学在学
生にあっても，入学後に初めて理工学的分野を学べることを知る学生が大半であり，体系的な教育を望む声が
多いことも反映した学科である。受験生にとっても大きな魅力を持つものと考える。化学，物理学，生物学の
要素を包含するため，分属後の所属如何によるコース教育への影響についても調査・検討を行ったが，地元室
蘭近郊の高等学校，札幌圏を中心とした本学へ多数の志願者を輩出している高等学校及び予備校（合計１３機
関）へのヒアリング調査の結果などからは，高等学校でのいわゆる受験用の化学，物理，生物と大学での学問
は大きく異なっていることから，１年次における学科共通科目等による教育で十分対応可能であり，理工学と
いう枠組みの中で体系的に学ぶことがさらなる動機付けとなり望ましいといった意見・指摘や，これまで前面
に出ずに分かり難かった学問分野を明確に体系立てしたことに対しての好意的反応を得ている。

室蘭工業大学5



工学部応用理化学系学科

 

 

○応用化学コース
［教育課程の編成方針］
　本コースでは，化学，物理から生物学に至る幅広い基礎科学とそれに基づいた工学に関する教育・研究を行
い，環境との調和を意識した技術・研究者の育成を目指したカリキュラムを設定するものである。開学以来の
応用化学系学科の伝統を睨みつつも，近年の継続的な少子化と大学進学率の上昇による幅広い層の学生の受け
入れや，初等・中等教育における学習内容の削減も考慮したより具体的な教育・学習目標を掲げる。すなわ
ち，化学にベースを置いた基礎教育に重点をおきながら，新しい時代の要請に応える，「社会で創造的な活躍
をするために十分な基礎学力と応用力，そして倫理観を兼ね備えた技術者・研究者」を本コースで養成する学
生像としている。
　このような編成方針のもとに，本コースでは以下に示すような学習・教育目標を掲げ，これを実現するカリ
キュラム構成を行う。
　Ａ． 語学，数学，自然科学，及び情報技術等の基礎知識を身につける。
　Ｂ．化学，化学工学に関する専門的知識と同時に，生物工学に関する知識を身につける。
　Ｃ．自ら継続的に学習する向上心を身につける。
　Ｄ．次世代の科学技術者にふさわしい倫理観を身につける。
　Ｅ．広く世界に情報を求め，人と自然の調和を考えた科学技術を展開できる力を身につける。
　Ｆ．科学技術者としての論理的思考力とコミュニケーション能力を身につける。
　Ｇ．未解決の問題や新しい課題に対応できる実際的な応用能力を身につける。

　応用化学コースでは，化学，化学工学，及び生物工学に関する専門的知識に関して，化学およびその工学に
やや重点をシフトさせて学生を育成するために，「反応速度論」，「無機化学」，「電気化学」，「分析化
学」，「化学システム工学」，「反応工学」，「拡散単位操作」，「機械的単位操作」を重点的に選択させる
科目として配置している。また，バイオシステムコースの選択科目は自由に履修できるように配置し，応用物
理コースの選択科目の一部も履修できるように配置していることから，幅広い分野の選択が可能となってい
る。
　また，４年次に完成科目群として，指導教員らとコミュニュケーションをはかりながら実際に直面する課題
に対して，これまでに修得した応用理化学分野の基礎学力，基礎知識を総合的に駆使し，自ら解決を目指す科
目として，「ゼミナール」「卒業研究」を配している。これを成し遂げる過程において，調査・企画立案能
力，データの収集・解析能力，コミュニケーション・発表能力，自己管理・実行能力を身につけ，完成させる
ことを目標としている。
○バイオシステムコース
［教育課程の編成方針］
　本コースは，応用化学コースと同様に，化学，物理から生物学に至る幅広い基礎科学とそれに基づいた工学
に関する教育・研究を行うものであり，その特徴として，応用化学分野におけるバイオテクノロジー分野を得
意とする学生の育成を行うため化学にベースを置いた基礎教育に重点をおきながら，新しい時代の要請に応え
る，「社会で創造的な活躍をするのに十分な基礎学力と応用力，そして倫理観を兼ね備えた技術者・研究者」
を本コースで養成する学生像としている。本コースでは，このような考えのもとに，以下の学習・教育目標を
掲げ，これを実現するカリキュラム構成を行っている。
　Ａ．語学，数学，自然科学，及び情報技術等の基礎知識を身につける。
　Ｂ．生物工学に関する専門的知識と同時に，化学，化学工学に関する基礎知識を身につける。
　Ｃ．自ら継続的に学習する向上心を身につける。
　Ｄ．次世代の科学技術者にふさわしい倫理観を身につける。
　Ｅ．広く世界に情報を求め，人と自然の調和を考えた科学技術を展開できる力を身につける。
　Ｆ．科学技術者としての論理的思考力とコミュニケーション能力を身につける。
　Ｇ．未解決の問題や新しい課題に対応できる実際的な応用能力を身につける。

［カリキュラム上の特色］
　応用理化学系学科は，「応用化学コース」「バイオシステムコース」「応用物理コース」の３コースから
なっており，主に１年次に大学共通の理系科目群として，数学（解析Ａ，Ｂ，Ｃ，線形代数），物理（基礎物
理Ａ，Ｂ，物理学実験），化学（基礎化学，化学実験），情報（情報メディア基礎）に関する科目を必修で配
置している。これら３コースの教育体系の特徴を伝えるために，１年次の「フレッシュマンセミナー」，およ
び「物質科学」「熱力学」「物理化学Ａ」「有機化学Ａ」「生命科学」「化学工学基礎」の７科目を応用理化
学系学科導入科目群として設置し，高校との接続教育にも配慮して，応用理化学系学科の基礎を固めることた
めの，３コースのいずれにとっても必須の工学基礎を教育する。これら１年次の科目は，数学，物理学，化
学，生物学をベースとする応用理化学の基礎であり，それぞれの科目にはコース分属を行う２年次以降のより
高度な科目との連続性を有している。
　応用化学コースは化学の基礎とその工学的応用を得意とする学生の育成を行うため，バイオシステムコース
と共通に開講される応用化学分野に必要な基礎科目が主に２年次に開講される。「物理化学Ｂ」，「有機化学
Ｂ」，「生化学Ａ」，「情報処理」という自然科学系必修科目，「移動論」の化学工学系必修科目，さらに２
年から３年次に至るまで，「分析化学実験」，「物理化学実験」，「有機化学実験」，「化学工学実験Ａ」，
「化学工学実験Ｂ」という５種類に及ぶ必修実験科目を配することで，化学から生物にわたる幅広い基礎知識
と継続的な学習，論理的思考力などを身につけることを可能とする特徴を有する。
　また，工学技術者としてのガイドラインの自覚を促すために「安全管理工学」，「知的財産権所有権論」が
必修となっている。さらに，応用化学コースとして実践力を獲得するため「応用化学情報演習」，「応用化学
英語演習」，「応用化学プレゼンテーション技法」の工学基礎から発展した演習系必修科目が必修科目に加え
られ，応用化学分野の最近の研究や技術を学ぶ機会を設け，実社会で役立つ科学技術者としての自覚と素養を
身につけさせるカリキュラムとしての特色を持つ。これらの情報・倫理・表現科目群および，１年次の「フ
レッシュマンセミナー」，「情報メディア基礎」，豊富な実験科目群を通して，科学技術者としての論理的思
考力や問題解決能力を身につけさせるカリキュラムとなっている。
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工学部応用理化学系学科

［カリキュラム上の特色］
　バイオシステムコースにおいても主に１年次に数学，物理，化学，情報関連の大学共通の理系科目群，およ
び「フレッシュマンセミナー」，「物質科学」「熱力学」「物理化学Ａ」「有機化学Ａ」「生命科学」「化学
工学基礎」の７科目の応用理化学科導入科目群を配置し，理科系基礎学力の充実と応用理化学科３コースへの
分属をスムースに行えるように配慮している。
　バイオシステムコースは応用化学分野におけるバイオテクノロジー分野を得意とする学生の育成を行うた
め，応用化学コースと共通に開講される応用化学分野に必要な基礎科目が主に２年次に開講される。「物理化
学Ｂ」，「有機化学Ｂ」，「生化学Ａ」，「情報処理」という自然科学系必修科目，「移動論」の化学工学系
必修科目，さらに２年から３年次に至るまで，「分析化学実験」，「物理化学実験」，「有機化学実験」，
「生物工学実験」，「化学工学実験Ａ」という５種類に及ぶ必修実験科目を配することで，化学から生物にわ
たる幅広い基礎知識と継続的な学習，論理的思考力などを身につけることを可能とする特徴を有する。
　また，情報・倫理・表現科目群として，工学技術者としての応用能力を獲得する「安全管理工学」，「知的
財産権所有権論」が必修になっている。さらに，バイオシステムコースとして実践力を獲得するため「バイオ
システム情報演習」，「バイオシステム英語演習」，「バイオシステムプレゼンテーション技法」の工学基礎
から発展した演習系必修科目が必修科目に加えられ，バイオ分野の最近の研究，技術に触れる機会を設けるこ
とにより，実社会で役立つ科学技術者としての自覚と素養を身につけさせるカリキュラムとしての特色を持
つ。
　バイオシステムコースでは，化学，化学工学，及び生物工学に関する専門的知識に関して，生物工学に重点
をシフトさせて学生を育成するために，「遺伝子工学」，「微生物サイエンス」，「生化学Ｂ」，「微生物工
学」，「環境生物工学」「有機化学Ｃ」，「生物有機化学」，「水圏生物科学」，「生物システム科学」を重
点的に選択させる科目として配置している。また，応用化学コースの選択科目は自由に履修できるように配置
し，応用物理コースの選択科目の一部も履修できるように配置しているので，幅広い分野の選択が可能となっ
ている。
　また，４年次に完成科目群として，指導教員らとコミュニュケーションをはかりながら実際に直面する課題
に対して，これまでに修得した応用理化学分野の基礎学力，基礎知識を総合的に駆使し，自ら解決を目指す科
目として，「ゼミナール」，「卒業研究」を配している。

　情報・倫理・表現科目群は，科学技術が環境や社会などに及ぼす影響を認識し，現代社会の構造状況につい
て客観的な知識と理解を示し，さらに自らの考えや学習内容・研究成果などを論理的かつ明確に表現する能力
を修得するための科目群として配置している。
　また専門選択科目群として，応用物理分野のみならず，これと相補的な応用理化学関連分野についても専門
性の高い教育を行い，工学技術者として幅広い分野における問題解決能力を培うための科目群を配置してい
る。
　さらに，完成科目群として，問題の本質を理解した上で自ら課題を設定し，必要な情報を収集・分析して，
状況に応じた具体的な解決方法を提示できるようになることを狙いとする科目を配置した。多彩で高度な専門
性をもつ応用物理分野の卒業研究では，原理的な思考力を兼ね備え創造性豊かで，粘り強い精神力をもつ工学
技術者を養成する教育を行う。

○応用物理コース
［教育課程の編成方針］
　本コースでは，物質・材料の構造及び性質を原子・分子レベルの視点から探求し物理的・化学的法則を明白
にした上で，その基礎的発見・知見を新規科学技術に応用できる人材や，物質・材料の構造及び性質を電気
的・磁気的・熱的・光学的などのさまざまな視点から解明し，その成果を新規材料の開発・設計へ発展させる
ことができる人材の育成を行う。このような人材の育成を可能なものとするために，以下の方針により適切か
つ体系的なカリキュラムを構築する。
Ａ．物理，化学及び生物の理化学分野における導入教育を実施し，さらに，工学技術者がもつべき教養として
数
　　学，自然科学及び情報科学に関する基礎的科目を教育する。
Ｂ．物理・応用物理分野の基礎及び専門能力を養うために基礎科目の教育を行う。
Ｃ．技術者倫理やプレゼンテーション方法等の教育により，高い倫理性を持ち自らの発言発表能力を高める教
育
　　を行う。
Ｄ．物性・材料分野や応用化学分野などの専門性の高い科目群を各人の志向に応じた選択科目として教育す
る。
Ｅ．卒業研究を行い，専門応用能力を高める教育を行う。

［カリキュラム上の特色］
　応用物理コースにおいても主に１年次に数学，物理，化学，情報関連の大学共通の理系科目群，および「フ
レッシュマンセミナー」，「物質科学」，「熱力学」，「物理化学Ａ」，「有機化学Ａ」，「生命科学」，
「化学工学基礎」の７科目の応用理化学系学科導入科目群を配置し，理科系基礎学力の充実と２年次の応用理
化学系学科３コースへの分属をスムースに行えるように配慮している。
　応用物理コースの科目は，上述した理系共通科目群，応用理化学導入科目群，応用物理専門科目群，情報・
倫理・表現科目群，専門選択科目群，完成科目群の六つの科目群から構成される。
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工学部応用理化学系学科

　改編後の教育体制として，１年次には学科単位で基礎教育を行うため，修学相談，修学指導及び学生生活指
導を円滑に行うことができるように，学科毎に１年次学生をクラス編成し，当該学科所属の准教授以上の専任
教員のうちから「クラス主任」を置く。各クラス主任及び学科長は，学生の履修・理解状況等について連絡を
密に取り合うこととする。
　その他，必要に応じて副主任等を置くことを認める。

　また，２年次からはコース毎の教育を基本とすることとしており，コース長の下で修学相談，修学指導，学
生生活指導等を行い，必要に応じて「副コース長」を置くことを認める。
　なお，現在，各学科から１名ずつ選出している本学の全学委員会である「教育システム委員会」及び「学生
サポート委員会」等の委員については，コース毎に１名ずつ選出するなど，改組後の実態に即した改正を行
う。

２）教育方法等（建築社会基盤系学科に同じ：再掲）
　学生に対し，授業の方法及び内容，１年間の授業の計画をあらかじめ明示するための授業科目の一覧，シラ
バスを作成し配付する。

３）履修指導体制・卒業研究指導体制（建築社会基盤系学科に同じ：再掲）
　各学科に入学した学生には，入学時に基本的な履修指導を行うほか，期首毎に各学科・コースを担当する教
員による履修指導を行うこととする。
　３年次終了時点での単位修得数が所定の認定基準に達した学生に対し，学科において審議の上，卒業研究の
題目及び主指導教員・副指導教員を選定する。

４）成績評価（建築社会基盤系学科に同じ：再掲）
ⅰ）厳格な成績評価を実現するための方策
　各科目の担当教員は，成績評価の基準を詳細に設定し，シラバスをとおして学生および教員全員に対して公
開する。
ⅱ）成績評価の方法
　担当教員の方針に従い試験に基づき１００点法により評価を行い，６０点以上で合格とする。

５）教育組織の運営及び教育責任体制（建築社会基盤系学科に同じ：再掲）
　教員組織（研究組織）を教育組織から分離したことにより，教育責任が曖昧になることが無いように明確な
責任体制を構築する。
　具体的には，教員組織（研究組織）の枠組みを基礎とした領域長とは別に，教育組織である学科に教育業務
を統括・調整する「学科長」を置く。学科長は適宜副学科長を指名する。
　学科長は当該学科に所属する専任の教授をもって充てることとし，コース長の中から学長が任命するものと
する。また，学科には，①コース長を構成員とする，②もしくは学科に所属する構成員（※教授，准教授のみ
とするなどの運用は学科の判断による）とする「学科会議」を置き，学科の教育方策，運営や学科共通科目，
あるいはコース所属等に係る事項について決定・確認する。
　各コースには「コース長」を置く。コース長は，コース教育に係る諸業務を統括するものとし，コース構成
員（教授，准教授，講師，助教及び助手）から成る「コース会議」で選考するものとする。
　コース会議では，各コースの教育方策や運営等について審議を行う。これらに伴う教員負担の増についてで
あるが，本学工学部では，現在も建設システム工学科，材料物性工学科においてそれぞれ教育上の２コースを
設け，学科全体としてのみではなくコース会議等を設定してコース単位で責任体制を明確とした運営を行って
おり，関係する教員・学科については改組に伴う負担増はほとんど無い。その他の既存学科においても実質的
なグループ会議等を設けた運営を行っていることから，こちらについても改組に伴う教育コース設定が大幅な
負担増には繋がらない。
　むしろ，工学部内で既に経験済みの前例を踏まえ，大学全体として効率的かつ責任あるコース教育体制を統
一的に明確化し，運営することは望ましい方向であると考えており，学内の教員も合意済みである。
　なお，大学には従来同様教授会を置き，専任の講師以上を構成員として教育研究（主として学士課程教育）
に関する事項を審議するものとする。
　また，学科長を領域長と並び「教育研究評議会」の構成員とし，教育・研究にかかる重要事項の審議を通じ
て大学の意思決定プロセスに参画させるほか，教育・研究にかかる連絡及び意見調整の場として「領域長・学
科長等連絡会議（仮称）」を設ける。
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工学部応用理化学系学科

2

１時限の授業時間 45

授業期間等

期

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

標準修業年限
　標準修業年限は４年とする。

卒業要件
（応用化学コース）
１．共通科目，学科共通科目及びコース科目の必修科目６６．５単位を
  含めて，合計９２単位以上修得すること。
２．副専門３４単位以上，主専門９２単位以上，合計１２６単位以上修
  得すること。
（バイオシステムコース）
１．共通科目，学科共通科目及びコース科目の必修科目６６．５単位を
  含めて，合計９２単位以上修得すること。
２．副専門３４単位以上，主専門９２単位以上，合計１２６単位以上修
  得すること。
（応用物理コース）
１．共通科目，学科共通科目及びコース科目の必修科目７９単位を含め
  て，合計９２単位以上修得すること。
２．副専門３４単位以上，主専門９２単位以上，合計１２６単位以上修
  得すること。

分

１学期の授業期間 15 週

１学年の学期区分
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 2 ○ 2 5 1

1 3 ○ 2 5 1

1 3 ○ 2 5 1

2 2 ○ 2 5 1

1 2 ○

1 2 ○

3 2 ○

1 2 ○

1 2 ○ ○

2～4 2 ○

2～4 3 ○

－ 16 9

1 1 ○ 2 1

1 1 ○ 2 1 1

1 3 ○ ○ 1 1 1 1

1 2 ○ 3

1 2 ○ 3

4 8 ○ 21 22 4 8

－ 17 21 22 4 8

2 3 ○ ○ 2 1

2 3 ○ ○ 2 1

2 2 ○ ○ 3 1

2 2 ○ 1

2 3 ○ ○ 2 1

2 3 ○ ○ 2 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 1 ○ 1 3

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 3 ○ 2 4

計測工学

制御工学

電磁エネルギー変換工学

電気電子工学実験Ａ

電気回路Ⅱコ
ー

ス
科
目
（

電
気
電
子
工
学
コ
ー

ス
） 信号処理

プログラミング演習

基礎電磁気学

通信工学

電子回路Ⅱ

電子物性

電気回路Ⅲ

半導体工学

小計（１１科目）

工学演習Ⅰ

電子回路Ⅰ

プログラミング応用演習

情報リテラシー演習

卒業研究

電気回路Ⅰ

計算機工学Ⅰ

電磁気学Ⅱ

計算機工学Ⅱ

－

電磁気学Ⅰ

－

授業科目の名称

フレッシュマンセミナー

基礎物理Ａ

技術者倫理

短期インターンシップ

小計（６科目）

基礎電気回路

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　　　育　　　課　　　程　　　等　　　の　　　概　　　要

工学部情報電子工学系学科（昼間コース）

科目
区分

備考

専任教員等配置

配当年次

授業形態単位数

１科目修得可
能

長期インターンシップ

電磁気学Ⅲ

その他，他学科
の専任教員等を

配置

解析Ｃ

解析Ａ

基礎化学

解析Ｂ

情報メディア基礎

基礎物理Ｂ

線形代数

学
部
共
通
科
目

学
科
共
通
科
目
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工学部情報電子工学系学科（昼間コース）

3 3 ○ 5

3 1 ○ 1 2

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

4 1 ○

4 1 ○

4 2 ○ 1

－ 44 24 9 10 4

2 3 ○ ○ 2 1

2 3 ○ ○ 2 1

2 2 ○ ○ 3 1

2 2 ○ 1

2 3 ○ ○ 2 1

2 3 ○ ○ 2 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 1 ○ 1 3

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 3 ○ 2 4

3 3 ○ 5

3 1 ○ 1 2

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

4 1 ○

－ 44 21 9 10 4

コ
ー

ス
科
目
（

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
工
学
コ
ー

ス
）

光エレクトロニクス

－

伝送回路工学

情報符号理論

工学演習Ⅱ

無線伝送工学

制御工学

電磁エネルギー変換工学

計算機工学Ⅰ

電気回路Ⅰ

プログラミング応用演習

電気関係法規・電気施設管理

半導体工学

通信網工学

電子物性

電気電子工学実験Ｂ

電子回路Ⅱ

計算機工学Ⅱ

電気回路Ⅲ

電子回路Ⅰ

計測工学

送配電工学

応用計測工学

電磁気学Ⅲ

工学演習Ⅰ

パワーエレクトロニクス

電気機器学

小計（３３科目）

システム制御工学

電磁気学Ⅰ

原子力工学

電気機器設計製図

電気電子材料

電気電子工学実験Ｂ

高電圧工学

電力発生工学

工学演習Ⅱ

電気通信関係法規

電気電子材料

光エレクトロニクス

電磁気学Ⅱ

信号処理

通信工学

電気回路Ⅱ

電気電子工学実験Ａ

システム制御工学

－小計（３１科目）

室蘭工業大学2



工学部情報電子工学系学科（昼間コース）

2 1 ○ 1 1

2 1 ○ 1 1 4

3 1.5 ○ 2

3 1.5 ○ 2

3 1 ○ 1 2 2

3 1 ○ 1

3 1 ○ 12 12 4 4

－ 8 12 12 4 4

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

－ 18 5 3 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

－ 6 2 1

2 2 ○

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1 1

3 1 ○

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 2

4 2 ○ 1 1

4 2 ○ 1 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

コ
ー

ス
科
目
（

情
報
シ
ス
テ
ム
学
コ
ー

ス
）

Ｄ
群

Ａ
群

Ｃ
群

Ｂ
群

－

－

－

２単位以上修得

線形システム論

情報システム学演習

情報工学ＰＢＬ：システム開発演習

情報システム学実験

情報数学

情報工学ＰＢＬ：表現技術

情報システム学ゼミナール

小計（７科目）

コンピュータ知能学実験

現代社会と情報工学

視覚情報処理応用演習

計算機代数システム

技術英語

データ構造とアルゴリズム

計算機システム

オペレーティングシステム

情報ネットワーク

ソフトウェア工学

情報関連法規

確率・統計

情報通信工学

情報理論

ディジタル信号処理

電子情報回路

システム工学

システム制御理論

数値解析

情報計測工学

認識と学習応用演習

数論アルゴリズム

小計（９科目）

言語処理系論

組込みシステム

情報と職業

オブジェクト指向言語

小計（３科目）

ファイルとデータベース

視覚情報処理

認識と学習

応用数理工学

人工知能

形の数理

オブジェクト指向言語応用演習

研究課題調査

確率・統計応用演習

マルチメディア工学

室蘭工業大学3



工学部情報電子工学系学科（昼間コース）

3 1 ○ 1

－ 43 10 7 2

2 1 ○ 1 1

2 1 ○ 1 1 4

3 1.5 ○ 1 1

3 1.5 ○ 2

3 1 ○ 1 2 2

3 1 ○ 1

3 1 ○ 12 12 4 4

－ 8 12 12 4 4

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

－ 18 4 4 1

3 2 1

3 2 1

3 2 1

－ 6 2 1

2 2 ○

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1 1

3 1 ○

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 2

4 2 ○ 1 1

4 2 ○ 1 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

コ
ー

ス
科
目
（

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
知
能
学
コ
ー

ス
）

Ｃ
群

Ａ
群

Ｂ
群

オブジェクト指向言語

システム制御理論

マルチメディア工学

－

－

２単位以上修得

－

情報理論

Ｄ
群

人工知能応用演習

コンピュータ知能学演習

情報工学ＰＢＬ：システム開発演習

コンピュータ知能学実験

情報工学ＰＢＬ：表現技術

データ構造とアルゴリズム

数論アルゴリズム

情報関連法規

小計（２５科目）

情報システム学実験

コンピュータ知能学ゼミナール

技術英語

オペレーティングシステム

ソフトウェア工学

システム工学

小計（３科目）

認識と学習

人工知能

情報通信工学

言語処理系論

ファイルとデータベース

情報ネットワーク

小計（７科目）

情報数学

線形システム論

現代社会と情報工学

計算機システム

応用数理工学

確率・統計

計算機代数システム

小計（９科目）

オブジェクト指向言語応用演習

研究課題調査

確率・統計応用演習

組込みシステム

情報計測工学

ディジタル信号処理

電子情報回路

形の数理

－

情報と職業

数値解析

視覚情報処理

室蘭工業大学4



工学部情報電子工学系学科（昼間コース）

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

－ 43 11 7 3

－ 6 158 3 5 1

－ 179 310 21 22 4 9

Ⅰ 設置の趣旨・必要性

２）改組の方針
　　略　（建築社会基盤系学科に同じ）

学位又は称号 学士（工学）

１）背景及び問題の所在
　　略　（建築社会基盤系学科に同じ）

学位又は学科の分野

３）改組の内容と特徴（学部関係部分）
　　略　（建築社会基盤系学科に同じ）

－

学
部
共
通
科
目

（

副
専
門
科

目
）

小計（１１０科目）

（別紙「学部共通科目（副専門科目）
（昼間コース）」のとおり）

合計（２７９科目）

工学関係

認識と学習応用演習

人工知能応用演習

－

－

小計（２５科目）

４）情報電子工学系学科の概要，目的，養成される人材等
　情報化社会の急速な発展に伴い，それを支える半導体製造技術，エレクトロニクス，情報通信，コンピュー
タシステム，ネットワーク，インターフェース，情報処理，ソフトウェア工学の進展が必要となっている。ま
た，情報化社会の維持には，インフラストラクチャーとしての電気エネルギーの安定供給も欠かすことはでき
ない。本学科では，コンピュータとそれを用いたシステム，情報工学とエレクトロニクスに関する専門能力，
及び情報化社会の維持と高度化に必要な中核技術とその基礎理論を修得した人材の育成に取り組む。
　本学科は，①「電気電子工学コース」，②「情報通信システム工学コース」，③「情報システム学コー
ス」，④「コンピュータ知能学コース」の４コースから構成される。情報工学とエレクトロニクスの共通科目
を４つのコースで学ぶ学生の専門基礎科目として設定し，情報工学・エレクトロニクス分野の基礎知識の修得
をスタートポイントとする。その上で，各コースの専門科目を履修させることにより，ハードウェア及びソフ
トウェアの両面から高度情報化社会の中核となる技術者を育成する。

○電気電子工学コース
　本コースでは，コンピュータや情報通信システムを支える電子デバイス，エレクトロニクス技術や，電気エ
ネルギーの発生，供給，有効利用，ロボット，システム制御などについて，専門基礎から応用に渡る幅広い知
識を有する技術者の育成を目指す。半導体工学，電気電子材料工学，パワーエレクトロニクス，システム制御
工学，計測工学，電力工学，高電圧工学などを学ぶ。
　卒業後の進路としては，電気機器の設計・開発・製造，半導体デバイスの開発・製造，電力の発生・輸送，
電気設備の設計・管理などに関する技術者，さらには本学の情報電子工学系専攻を中心とした大学院への進学
などが挙げられる。

○情報通信システム工学コース
　本コースでは，信号処理技術，光・磁気・超音波と電気間の信号変換，多様な通信方法，量子計測，コン
ピュータ工学などの情報通信の基礎となる理論から応用について，広範かつ均整のとれた知識をもった技術者
育成を目指す。光エレクトロニクス，ディジタル信号処理，計算機工学，無線伝送工学，情報理論，伝送回路
工学，通信網工学などを学ぶ。
　卒業後の進路としては，情報通信機器の設計・開発・製造，情報通信システムの開発などに関する技術者，
さらには本学の情報電子工学系専攻を中心とした大学院への進学などが挙げられる。

設　　　　置　　　　の　　　　趣　　　　旨　　　　・　　　　必　　　　要　　　　性

視覚情報処理応用演習
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工学部情報電子工学系学科（昼間コース）

Ⅱ 教育課程の編成の考え方・特色

○情報システム学コース
　本コースでは，情報科学と数理科学を基礎にしつつ，アルゴリズム，計算機アーキテクチャ，ソフトウェア
工学，情報ネッワークといった情報工学を学ぶ。
これにより，情報システムの構築を中心とした，複雑な技術問題の分析能力と課題設定能力を備え，様々な課
題に対するエンジニアリング・デザイン能力と研究能力を備えた技術者を育成することを目指す。
　卒業後の進路としては，製造業（ものづくり）分野で設計・シミュレーション，ロボット，環境，システム
エンジニアリング等に携わることが想定されるほか，コンピュータソフトウェア（特に学術ソフトウェア）開
発に関する企業，暗号のセキュリティシステム開発に関する企業，通信関係，金融業，マーケットリサーチ関
係等への就職や，コンピュータを援用した材料開発に関する企業等への就職が想定され，さらには本学の数理
システム工学専攻及び情報電子工学系専攻を中心とした大学院への進学などが挙げられる。

○コンピュータ知能学コース
　本コースは，コンピュータを中心とした様々なシステムを知能化する技術を中心に学ぶ。システムの知能化
のためには記憶・学習・認知などのメカニズムの科学的な理解が必要である。情報工学の基礎である並列・分
散計算アーキテクチャ，情報ネットワーク，計算機システムを学ぶとともに知能化技術としての視覚情報処
理，認識と学習，人工知能を学び，情報工学の中核的技術とシステムを知能化するための技術を修得する。こ
れにより，コンピュータを中心とした産業システムの知能化に貢献する技術者を育成する。
　卒業後の進路としては，ロボット開発，ＬＳＩ設計・開発，ソフトウェアの設計・開発，コンピュータシス
テム・ネットワーク開発・管理，医療情報処理，インターフェース開発などに関する技術者，さらには本学の
情報電子工学系専攻を中心とした大学院への進学などが挙げられる。

１）教育課程編成
　学部全体に共通する教育課程等の概要については略（建築社会基盤系学科に同じ）。

　次に情報電子工学系学科における教育課程については以下のとおりである。

①　１年次では情報工学およびエレクトロニクス分野の共通科目を専門基礎科目として実施する。
②　２年次からは各コースに所属し，コースごとの教育方針に沿った授業科目を履修する。
③　電気電子工学コースでは，電気電子・情報通信分野に共通の基礎・演習科目，電気電子分野を中心に情報
　　通信分野にも対応する基礎・応用科目，知識を実践的に適用する実験・演習科目を設定し，エレクトロニ
　　クス分野の基礎から応用まで系統的に知識を修得させるよう科目を配置している。
④　情報通信システム工学コースでは，電気電子・情報通信分野に共通の基礎・演習科目，情報通信分野を中
　　心に電気電子分野にも対応する基礎・応用科目，知識を実践的に適用する実験・演習科目を設定し，エレ
　　クトロニクス分野の基礎から応用まで系統的に知識を修得させるよう科目を配置している。
⑤　情報システム学コースでは，実践型の実験演習，情報工学に関する基礎知識，情報システムに関する中核
　　的知識，応用的知識の４つに科目を大きく分類し，基本技術と基礎知識の基盤の上に，核を据え，さらに
　　応用へと発展的に知識を修得させていく科目配置となっている。
⑥　コンピュータ知能学コースでは，実践型の実験演習，情報工学に関する基礎知識，コンピュータシステム
　　の知能化に関する中核的知識，応用的知識の４つに科目を大きく分類し，基本技術と基礎知識の基盤の上
　　に，核を据え，さらに応用へと発展的に知識を修得させていく科目配置となっている。
⑦　夜間主コースは，情報工学およびエレクトロニクスの双方の専門的知識を持った幅のあるバランスの取れ
　　た技術者を育成するために，上記４コースの枠に捉われず，選択科目を中心とした教育を実施する。
（学科共通科目）
　本学科では，ソフトウェア，ハードウェアの両面に対応できるよう，情報工学およびエレクトロニクス分野
への導入科目と，それらを学ぶための最も基礎となる科目を１年次に配置し，学生に２年次以降のコース選択
への動機付けを行うとともに，４つのコースに適応可能な基礎知識を身に付けさせることを狙いとしている。

　以下コース毎に考え方を述べる。
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工学部情報電子工学系学科（昼間コース）

○情報通信システム工学コース
　本コースは，電気電子・情報通信分野に共通の基礎となるエレクトロニクス分野の共通基礎・演習科目，情
報通信分野を中心に電気電子分野にも対応できるよう配慮された基礎・応用科目であるコース中心科目，修得
した知識を実践的に適用する実験・演習科目から構成される。
　電気電子・情報通信分野に共通の基礎となる基礎・演習科目では，エレクトロニクス分野の基礎となる知識
を修得する。電気電子工学コースと同時に開設される科目であり，両コースの学生が共通に修得すべき基礎知
識について教育する。
　コース中心科目を開設して通信・信号処理分野に関連する基礎科目，応用科目を系統的に配置するととも
に，電気電子工学コースと同時に開設する科目を設定することにより，エレクトロニクス分野共通の応用科目
とともに，本コースの学生も共通に身に付けることが望ましい電気電子分野の基礎科目も修得できるように配
置している。
　さらに，電気電子工学コースと同時に実践的な実験・演習科目を開設して，主に知識修得型の学習により身
に付ける基礎的な知識とは別に，課題分析能力や問題解決能力を身に付けさせる。修得した知識を測定・デー
タ解析を通して実践的に身に付けることを目標に電気電子工学実験を開設するとともに，文献調査，グループ
討論，プレゼンテーション能力を含め，総合的な問題解決能力としてのエンジニアリングデザイン能力の修得
を目標に工学演習科目を系統的に配置している。
　本コースにおける教育は，エレクトロニクス分野の共通基礎・演習科目で積み上げた知識・技術を基に，両
コースに共通する応用科目および各コースの特徴を活かしたコース中心の基礎・応用科目で専門分野の知識を
深め，さらに実験・演習科目で実践的な応用力を身に付けることにより，幅広いエレクトロニクス分野に対応
できる技術者を育成する科目構成となっている。

（エレクトロニクス分野の共通基礎・演習科目）
　これらの科目は，情報通信システム工学コースと同時に開設する科目であり，両コースの学生が共通に修得
すべき基礎知識に関する科目である。基礎知識の修得という観点から，エレクトロニクス分野の基礎である電
磁気学，電気・電子回路，プログラミング，計算機工学，計測工学，電子物性，半導体工学を開設している。
特に，低年次の電磁気学，電気回路，プログラミングではクラス分けした演習が含まれており，基礎的知識を
自主的に学ぶとともに着実に身に付けるよう配慮している。
（コース中心科目）
　これらの科目は，コース専門の開設科目と情報通信システム工学コースと同時に開設される科目に分類され
る。
　コース専門の科目は，電気電子分野の中で制御・エネルギー利用に関連する科目であり，制御工学，電磁エ
ネルギー変換工学をコース必修科目とし，電力応用に関連する選択科目を系統的に配置している。
　同時開設される科目は，情報通信システム工学コースのコース必修科目として開設されている信号処理，通
信工学を始め，両コースの学生が共通に身に付けることが望まれる応用科目である。これにより，情報通信分
野の基礎科目も修得できるようにしている。
（実験・演習科目）
　実験・演習科目は，情報通信システム工学コースと同時に開設される。これらの科目では，グループで協力
して課題に取り組ませることにより，コミュニケーション能力を身に付けることを狙いとしている。実験科目
では，修得した知識を適用して測定・データ解析を行うことにより実践的な課題分析能力を身に付け，演習科
目では，文献調査，課題分析，グループ討論，課題解決，プレゼンテーションをとおして，総合的な問題解決
能力としてのエンジニアリングデザイン能力を身に付けることを目標としている。

○電気電子工学コース
　本コースは，電気電子・情報通信分野に共通の基礎となるエレクトロニクス分野の共通基礎・演習科目，電
気電子分野を中心に情報通信分野にも対応できるよう配慮された基礎・応用科目であるコース中心科目，修得
した知識を実践的に適用する実験・演習科目から構成される。
　電気電子・情報通信分野に共通の基礎となる基礎・演習科目では，エレクトロニクス分野の基礎となる知識
を修得する。情報通信システム工学コースと同時に開設される科目であり，両コースの学生が共通に修得すべ
き基礎知識について教育する。
　コース中心科目を開設して制御・エネルギー分野に関連する基礎科目，応用科目を系統的に配置するととも
に，情報通信システム工学コースと同時に開設する科目を設定することにより，エレクトロニクス分野共通の
応用科目とともに，本コースの学生も共通に身に付けることが望ましい情報通信分野の基礎科目も修得できる
ように配置している。
　さらに，情報通信システム工学コースと同時に実践的な実験・演習科目を開設して，主に知識修得型の学習
により身に付ける基礎的な知識とは別に，課題分析能力や問題解決能力を身に付けさせる。修得した知識を測
定・データ解析を通して実践的に身に付けることを目標に電気電子工学実験を開設するとともに，文献調査，
グループ討論，プレゼンテーション能力を含め，総合的な問題解決能力としてのエンジニアリングデザイン能
力の修得を目標に工学演習科目を系統的に配置している。
　本コースにおける教育は，エレクトロニクス分野の共通基礎・演習科目で積み上げた知識・技術を基に，両
コースに共通する応用科目および各コースの特徴を活かしたコース中心の基礎・応用科目で専門分野の知識を
深め，さらに実験・演習科目で実践的な応用力を身に付けることにより，幅広いエレクトロニクス分野に対応
できる技術者を育成する科目構成となっている。
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工学部情報電子工学系学科（昼間コース）

○情報システム学コース
　本コースは，実践科目群（Ａ群），情報工学基礎科目群（Ｂ群），コース中核科目群（Ｃ群），応用選択科
目群（Ｄ群）の四つの科目群で構成する。
　実践科目群（Ａ群）では，実践的な演習・実験を通して，情報工学に関する基本技術から情報システムを構
築するために必要な応用技術までを継続的に修得する。また，コンピュータ知能学コースと同時に開設する演
習・実験を設けることで，コース科目で修得した専門知識をお互いに交換しあう機会を与える。
　情報工学基礎科目群（Ｂ群）では，コンピュータ知能学コースと同時に開設し，両コースの学生が共通して
持つべき情報工学の基本知識を教育する。
　さらに，コース中核科目群（Ｃ群）において，高度な情報システムを構築するための技術として組込みシス
テム，システム工学，システム制御理論を学び情報システム工学に関する中核的な技術を修得させると共に，
情報工学に関する幅広い知識と視野を持った技術者となるために応用選択科目群（Ｄ群）を履修させる。
　本コースにおける教育は，実践科目群（Ａ群）および情報工学基礎科目群（Ｂ群）で積み上げた基礎知識・
技術の上にコース中核科目群（Ｃ群）によって核を置き，さらに応用選択科目群（Ｄ群）によって情報工学に
関する幅広い応用知識を持った技術者を育成する科目構成となっている。
（Ａ群）実践科目群
　実践科目群は，問題解決型の演習・実験を中心とした実践的な科目群である。コンピュータソフトウェア開
発に必要となる基本的なプログラミング能力，問題分析能力，課題設定能力と，様々な課題に対するエンジニ
アリングデザイン能力の基礎を身に付けさせることが，この科目群の狙いである。本科目群に属する科目は，
コース専門の開設科目と，コンピュータ知能学コースと同時に開設される科目に分類される。
　同時開設される科目は，問題解決型の演習実験を中心とした科目を配置する。これらの科目をコンピュータ
知能学コースの学生と合同で実施することにより，互いの専門知識を演習・実験を通して交換し，知識を深め
合う機会を与えると共に，異なる知識背景を持った学生同士が一つの問題を協力しながら解決するためのコ
ミュニケーション能力を身に付けさせることを狙っている。

（エレクトロニクス分野の共通基礎・演習科目）
　これらの科目は，電気電子工学コースと同時に開設する科目であり，両コースの学生が共通に修得すべき基
礎知識に関する科目である。基礎知識の修得という観点から，エレクトロニクス分野の基礎である電磁気学，
電気・電子回路，プログラミング，計算機工学，計測工学，電子物性，半導体工学を開設している。特に，低
年次の電磁気学，電気回路，プログラミングではクラス分けした演習が含まれており，基礎的知識を自主的に
学ぶとともに着実に身に付けるよう配慮している。
（コース中心科目）
　これらの科目は，コース専門の開設科目と電気電子工学コースと同時に開設される科目に分類される。
　コース専門の科目は，通信・信号処理を基礎とする通信システムに関連する科目であり，信号処理，通信工
学をコース必修科目とし，通信システムに関連する選択科目を系統的に配置している。
　同時開設される科目は，電気電子工学コースのコース必修科目として開設されている制御工学，電磁エネル
ギー変換工学を始め，両コースの学生が共通に身に付けることが望まれる応用科目である。これにより，電気
電子分野の基礎科目も修得できるようにしている。
（実験・演習科目）
　実験・演習科目は，電気電子工学コースと同時に開設される。これらの科目では，グループで協力して課題
に取り組ませることにより，コミュニケーション能力を身に付けることを狙いとしている。実験科目では，修
得した知識を適用して測定・データ解析を行うことにより実践的な課題分析能力を身に付け，演習科目では，
文献調査，課題分析，グループ討論，課題解決，プレゼンテーションをとおして，総合的な問題解決能力とし
てのエンジニアリングデザイン能力を身に付けることを目標としている。

（Ｂ群）情報工学基礎科目群
　情報工学基礎科目群は，コンピュータ知能学コースと同時に開設される科目群であり，両コースの学生が共
通して持つべき情報工学の基本知識を，情報科学と数理科学を中心にして幅広く修得することを目的としてい
る。
本科目群に属する科目は，次のとおりである。
（Ｃ群）コース中核科目群
　コース中核科目群は，情報システム工学に関する中核的な技術を修得させることを目的とした科目群であ
り，情報システムの基本アーキテクチャ，設計・シミュレーション，システムエンジニアリング，システム制
御などに関する内容を扱う。本科目群に設定される科目を履修することによって，高度な情報システムを構築
するために必要となる技術に関する基礎知識を身に付けさせることを狙っている。
（Ｄ群）応用選択科目群
　応用選択科目群は，情報工学に関する幅広い分野の科目を配し，学生が目的を持って履修することで，上記
科目群で修得した基礎知識と中核技術の上により発展的な応用力を身に付けさせることを狙っている。本科目
群は，応用科目，応用演習および実践課題で構成されている。
　一方，応用演習は，情報工学基礎科目群，コース中核科目群および応用科目に設置されている科目に対応し
て設定された演習であり，同名科目と併せて履修することで知識を技術に結びつけ，高度情報化社会の中核と
なる技術者に求められる実践的な応用力を身に付けさせることを狙っている。
　また，実践科目は，学生が身に付けた知識・技術を研究課題や実習に実際に活かすことで，より確実な力と
して身に付けさせること狙っている。
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工学部情報電子工学系学科（昼間コース）

（Ｂ群）情報工学基礎科目群
　情報工学基礎科目群は，情報システム学コースと同時に開設される科目群であり，両コースの学生が共通し
て持つべき情報工学の基本知識を，情報科学と数理科学を中心にして幅広く修得することを目的としている。
（Ｃ群）コース中核科目群
　コース中核科目群は，コンピュータを中心としたシステムを知能化するための技術を修得させることを目的
とした科目群であり，本科目群に設定される科目を履修することによって，システムの知能化に必要な記憶・
学習・認知などのメカニズムの科学的な理解を身に付けさせることを狙っている。
（Ｄ群）応用選択科目群
　応用選択科目群は，情報工学に関する幅広い分野の科目を配し，学生が目的を持って履修することで，上記
科目群で修得した基礎知識と中核技術の上により発展的な応用力を身に付けさせることを狙っている。本科目
群は，応用科目，応用演習および実践課題で構成されている。
　一方，応用演習は，情報工学基礎科目群，コース中核科目群および応用科目に設置されている講義科目に対
応して設定された演習であり，同名の科目と併せて履修することで知識を技術に結びつけ，高度情報化社会の
中核となる技術者に求められる実践的な応用力を身に付けさせることを狙っている。
　また，実践科目は，学生が身に付けた知識・技術を研究課題や実習に実際に活かすことで，より確実な力と
して身に付けさせること狙っている。

○コンピュータ知能学コース
　本コースは，実践科目群（Ａ群），情報工学基礎科目群（Ｂ群），コース中核科目群（Ｃ群），応用選択科
目群（Ｄ群）の四つの科目群で構成する。
実践科目群（Ａ群）では，実践的な演習・実験を通して，情報工学に関する基本技術からコンピュータを中心
としたシステムを知能化するために必要となる応用技術までを継続的に修得する。情報システム学コースと同
時に開設する演習・実験を設けることで，コース科目で修得した専門知識をお互いに交換しあう機会を与え
る。
　情報工学基礎科目群（Ｂ群）では，情報システム学コースと同時に開設し，両コースの学生が共通して持つ
べき情報工学の基本知識を教育する。
　さらに，コース中核科目（Ｃ群）において，システムの知能化技術としての視覚情報処理，認識と学習，人
工知能を学びコンピュータ知能学の中核的な技術を修得させると共に，情報工学に関する幅広い知識と視野を
持った技術者となるために応用選択科目群（Ｄ群）を履修させる。
　本コースにおける教育は，実践科目群（Ａ群）および情報工学基礎科目群（Ｂ群）で積み上げた基礎知識・
技術の上にコース中核科目群（Ｃ群）によって核を置き，さらに応用選択科目群（Ｄ群）によって情報工学に
関する幅広い応用知識を持った技術者を育成する科目構成となっている。
（Ａ群）実践科目群
　実践科目群は，問題解決型の演習・実験を中心とした実践的な科目群である。コンピュータソフトウェア開
発に必要となる基本的なプログラミング能力，問題分析能力，課題設定能力と，様々な課題に対するエンジニ
アリングデザイン能力の基礎を身に付けさせることが，この科目群の狙いである。本科目群に属する科目は，
コース専門の開設科目と，コンピュータ知能学コースと同時に開設される科目に分類される。
　同時開設される科目は，問題解決型の演習実験を中心とした科目を配置する。これらの科目を情報システム
学コースの学生と合同で実施することにより，互いの専門知識を演習・実験を通して交換し，知識を深め合う
機会を与えると共に，異なる知識背景を持った学生同士が一つの問題を協力しながら解決するためのコミュニ
ケーション能力を身に付けさせることを狙っている。

２）教育方法等（建築社会基盤系学科に同じ：再掲）
　学生に対し，授業の方法及び内容，１年間の授業の計画をあらかじめ明示するための授業科目の一覧，シラ
バスを作成し配付する。

３）履修指導体制・卒業研究指導体制（建築社会基盤系学科に同じ：再掲）
　各学科に入学した学生には，入学時に基本的な履修指導を行うほか，期首毎に各学科・コースを担当する教
員による履修指導を行うこととする。
　３年次終了時点での単位修得数が所定の認定基準に達した学生に対し，学科において審議の上，卒業研究の
題目及び主指導教員・副指導教員を選定する。

４）成績評価（建築社会基盤系学科に同じ：再掲）
ⅰ）厳格な成績評価を実現するための方策
　各科目の担当教員は，成績評価の基準を詳細に設定し，シラバスをとおして学生および教員全員に対して公
開する。
ⅱ）成績評価の方法
　担当教員の方針に従い試験に基づき１００点法により評価を行い，６０点以上で合格とする。
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工学部情報電子工学系学科（昼間コース）

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

週

１学年の学期区分

１時限の授業時間 45 分

期

標準修業年限
　標準修業年限は４年とする。

卒業要件
（電気電子工学コース）
１．共通科目，学科共通科目及びコース科目の必修科目７７単位，選択
  科目１５単位以上，合計９２単位以上修得すること。
２．副専門３４単位以上，主専門９２単位以上，合計１２６単位以上修
  得すること。
（情報通信システム工学コース）
１．共通科目，学科共通科目及びコース科目の必修科目７７単位，選択
  科目１５単位以上，合計９２単位以上修得すること。
２．副専門３４単位以上，主専門９２単位以上，合計１２６単位以上修
  得すること。
（情報システム学コース）
１．共通科目，学科共通科目及びコース科目の必修科目５９単位，選択
  科目３３単位以上，合計９２単位以上修得すること。
２．副専門３４単位以上，主専門９２単位以上，合計１２６単位以上修
  得すること。
（コンピュータ知能学コース）
１．共通科目，学科共通科目及びコース科目の必修科目５９単位，選択
  科目３３単位以上，合計９２単位以上修得すること。
２．副専門３４単位以上，主専門９２単位以上，合計１２６単位以上修
  得すること。

１学期の授業期間 15

2

　また，２年次からはコース毎の教育を基本とすることとしており，コース長の下で修学相談，修学指導，学
生生活指導等を行い，必要に応じて「副コース長」を置くことを認める。
　なお，現在，各学科から１名ずつ選出している本学の全学委員会である「教育システム委員会」及び「学生
サポート委員会」等の委員については，コース毎に１名ずつ選出するなど，改組後の実態に即した改正を行
う。

　改編後の教育体制として，１年次には学科単位で基礎教育を行うため，修学相談，修学指導及び学生生活指
導を円滑に行うことができるように，学科毎に１年次学生をクラス編成し，当該学科所属の准教授以上の専任
教員のうちから「クラス主任」を置く。各クラス主任及び学科長は，学生の履修・理解状況等について連絡を
密に取り合うこととする。
　その他，必要に応じて副主任等を置くことを認める。

５）教育組織の運営及び教育責任体制（建築社会基盤系学科に同じ：再掲）
　教員組織（研究組織）を教育組織から分離したことにより，教育責任が曖昧になることが無いように明確な
責任体制を構築する。
　具体的には，教員組織（研究組織）の枠組みを基礎とした領域長とは別に，教育組織である学科に教育業務
を統括・調整する「学科長」を置く。学科長は適宜副学科長を指名する。
　学科長は当該学科に所属する専任の教授をもって充てることとし，コース長の中から学長が任命するものと
する。また，学科には，①コース長を構成員とする，②もしくは学科に所属する構成員（※教授，准教授のみ
とするなどの運用は学科の判断による）とする「学科会議」を置き，学科の教育方策，運営や学科共通科目，
あるいはコース所属等に係る事項について決定・確認する。
　各コースには「コース長」を置く。コース長は，コース教育に係る諸業務を統括するものとし，コース構成
員（教授，准教授，講師，助教及び助手）から成る「コース会議」で選考するものとする。
　コース会議では，各コースの教育方策や運営等について審議を行う。これらに伴う教員負担の増についてで
あるが，本学工学部では，現在も建設システム工学科，材料物性工学科においてそれぞれ教育上の２コースを
設け，学科全体としてのみではなくコース会議等を設定してコース単位で責任体制を明確とした運営を行って
おり，関係する教員・学科については改組に伴う負担増はほとんど無い。その他の既存学科においても実質的
なグループ会議等を設けた運営を行っていることから，こちらについても改組に伴う教育コース設定が大幅な
負担増には繋がらない。
　むしろ，工学部内で既に経験済みの前例を踏まえ，大学全体として効率的かつ責任あるコース教育体制を統
一的に明確化し，運営することは望ましい方向であると考えており，学内の教員も合意済みである。
　なお，大学には従来同様教授会を置き，専任の講師以上を構成員として教育研究（主として学士課程教育）
に関する事項を審議するものとする。
　また，学科長を領域長と並び「教育研究評議会」の構成員とし，教育・研究にかかる重要事項の審議を通じ
て大学の意思決定プロセスに参画させるほか，教育・研究にかかる連絡及び意見調整の場として「領域長・学
科長等連絡会議（仮称）」を設ける。

室蘭工業大学10



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 2 ○ 2 5 1

1 3 ○ 2 5 1

1 3 ○ 2 5 1

2 2 ○ 2 5 1

1 2 ○

1 2 ○

1 2 ○ ○

－ 16

1 2 ○

2～4 2 ○

2～4 3 ○

－ 7

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

1 2 ○ 2

1 1 ○ 2

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

4 8 ○ 21 21 4 8

－ 23 21 21 4 8

2 2 ○ 1 1

2 2 ○ 1 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 2

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○

3 2 ○ 1 1

3 2 ○ 2

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

電磁気学Ⅱ

現代社会と情報工学

電磁波工学

電子回路Ⅱ

システム制御工学

制御工学

必
修
科
目

選
択
科
目

必
修
科
目

解析Ａ

解析Ｂ

基礎物理Ｂ

情報メディア基礎

－

電磁気学Ⅰ

電気数学Ⅱ

情報数学

小計（９科目）

卒業研究

電気回路Ⅱ

電子回路Ⅰ

データ構造とアルゴリズム

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

授業形態

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　　　育　　　課　　　程　　　等　　　の　　　概　　　要

工学部情報電子工学系学科（夜間主コース）

線形代数

備考

－

－

単位数

基礎化学

小計（３科目）

専任教員等配置

小計（７科目）

基礎物理Ａ

解析Ｃ

電気回路Ⅰ

情報工学演習Ａ

情報工学演習Ｂ

プログラミング

フレッシュマンセミナー

電気数学Ⅰ

その他，他学科
の専任教員等を

配置

計測工学

ディジタル信号処理

ソフトウェア工学

線形システム論

計算機システム

選
択
科
目

１科目修得可
能

長期インターンシップ

電子物性論

コンピュータ言語

短期インターンシップ

学
部
共
通
科
目

室蘭工業大学1



工学部情報電子工学系学科（夜間主コース）

3 2 ○ 1

3 2 ○ 2

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

4 2 ○ 1

4 2 ○ 1

4 2 ○ 1

2 2 ○ 2 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 1.5 ○ 2 4

3 1.5 ○ 5

3 2 ○

4 2 ○

4 2 ○

－ 63 13 14 3 6

－ 6 44

－ 45 114 21 21 4 8

Ⅰ 設置の趣旨・必要性

Ⅱ 教育課程の編成の考え方・特色

４）情報電子工学系学科（夜間主コース）の概要，目的，養成される人材等
　情報化社会の急速な発展にともない，それを支える半導体製造技術，エレクトロニクス，情報通信，コン
ピュータシステム，ネットワーク，インターフェース，情報処理，ソフトウェア工学の進展が必要となってい
る。また，情報化社会の維持には，インフラストラクチャーとしての電気エネルギーの安定供給も欠かすこと
はできない。本学科では，コンピュータとそれを用いたシステム，情報工学とエレクトロニクスに関する専門
能力，及び情報化社会の維持と高度化に必要な中核技術とその基礎理論を修得した人材の育成に取り組む。

－

学位又は称号

２）改組の方針
　　略　（建築社会基盤系学科に同じ）

３）改組の内容と特徴（学部関係部分）
　　略　（建築社会基盤系学科に同じ）

情報と職業

学位又は学科の分野 工学関係

設　　　　置　　　　の　　　　趣　　　　旨　　　　・　　　　必　　　　要　　　　性

１）背景及び問題の所在
　　略　（建築社会基盤系学科に同じ）

システム工学

学
部
共
通
科
目

（

副
専
門
科

目
）

工業経済論

電気電子工学実験Ⅱ

情報関連法規

小計（３２科目）

小計（３２科目）

（別紙「学部共通科目（副専門科目）
（夜間主コース）」のとおり）

工学演習

１）教育課程編成
　学部全体に共通する教育課程等の概要については略（建築社会基盤系学科に同じ）。

電気電子工学実験Ⅰ

情報工学演習Ｃ

情報工学演習Ｄ

合計（８３科目） －

－

学士（工学）

人工知能論

半導体工学

通信工学

マルチメディア工学

数値計算法

確率・統計

室蘭工業大学2



工学部情報電子工学系学科（夜間主コース）

１学期の授業期間

45 分

15 週

　次に情報電子工学系学科（夜間主コース）における教育課程については以下のとおりである。

　夜間主コースは，情報工学およびエレクトロニクスの双方の専門的知識を持った幅のあるバランスの取れた
技術者を育成するために，選択科目を中心とした科目構成となっている。情報工学とエレクトロニクスに共通
する基本知識を必修の基礎科目群として履修させ，情報系選択科目群とエレクトロニクス系選択科目群および
共通選択科目群に大別される選択科目から，学生は自身の目的に沿って自由に科目を履修する。ソフトウェア
やシステム開発を主とした情報系技術者を目指す学生は情報システム系科目を中心に履修し，ハードウェア技
術者や電気電子系技術者を目指す学生はエレクトロニクス系科目を中心に履修する。また，ソフトウェアと
ハードウェアの両方に精通した技術者を目指す学生は，双方の科目をバランス良く履修することもできる。
（１）基礎科目群（必修）
　基礎科目群は，情報工学とエレクトロニクスに共通する基本知識を講義・演習を通して修得していく科目群
である。本科目群は，基礎講義科目，基礎演習科目，卒業研究で構成される。
（２）情報系選択科目群
　情報系選択科目群は，情報工学に関する知識や技術を身に付けるために設定された科目群であり，情報科学
と数理科学を中心にして，計算機ソフトウェアやシステム開発，情報システム工学，コンピュータ知能学など
情報工学の基本知識を修得することができる。
（３）エレクトロニクス系選択科目群
　エレクトロニクス系選択科目群は，電気電子工学に関する知識や技術を身に付けるために設定された科目群
であり，電磁気学，電気・電子回路などを中心にして，計算機アーキテクチャや通信工学，半導体工学など電
気電子工学の基本知識を修得することができる。
（４）共通選択科目群
　共通選択科目群は，情報工学やエレクトロニクスの分野に関わらず本学科の学生として身に付けておくべ
き，共通の知識や技術を身につけるための科目が設定されている。計測や制御に関する基本や，情報エレクト
ロニクス技術と社会や経済，法との係わり合いなどに関する知識を修得することができる。

１学年の学期区分

５）教育組織の運営及び教育責任体制（機械航空創造系学科（夜間主コース）に同じ：再掲）
　夜間主コースについても，教育責任が曖昧になることが無いように明確な責任体制を構築する。
　具体の体制は昼間コースに準じたものとなる。

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

２）教育方法等（建築社会基盤系学科に同じ：再掲）
　学生に対し，授業の方法及び内容，１年間の授業の計画をあらかじめ明示するための授業科目の一覧，シラ
バスを作成し配付する。

３）履修指導体制・卒業研究指導体制（機械航空創造系学科（夜間主コース）に同じ：再掲）
　各学科に入学した学生には，入学時に基本的な履修指導を行うほか，期首毎に学科の担当教員による履修指
導を行うこととする。
　３年次終了時点での単位修得数が所定の認定基準に達した学生に対し，学科において審議の上，卒業研究の
題目及び主指導教員・副指導教員を選定する。

４）成績評価（建築社会基盤系学科に同じ：再掲）
ⅰ）厳格な成績評価を実現するための方策
　各科目の担当教員は，成績評価の基準を詳細に設定し，シラバスをとおして学生および教員全員に対して公
開する。
ⅱ）成績評価の方法
　担当教員の方針に従い試験に基づき１００点法により評価を行い，６０点以上で合格とする。

2 期

標準修業年限
　標準修業年限は４年とする。

卒業要件
１．必修科目３９単位，選択科目から５１単位以上，合計９０単位以上
  修得すること。
２．昼間コース（全学科）の主専門教育課程の授業科目（共通科目・コ
  ース別科目）を履修し，単位を修得した場合は，選択科目の単位数に
  充当することできる。ただし３０単位を超えることはできない。
３．他学科（夜間主コース）の主専門教育課程の授業科目（コース別科
  目）を履修し，単位を修得した場合は，６単位以内に限り選択科目の
  単位数に充当することができる。
４．副専門３４単位以上，主専門９０単位以上，合計１２４単位以上修
  得すること。

１時限の授業時間

室蘭工業大学3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 1 ○

1 1 ○

1 1 ○

1 1 ○

2 1 ○

2 1 ○

2～3 1 ○

2～3 1 ○

3～4 1 ○

3～4 1 ○

4 1 ○

1 1 ○

1 1 ○

2 1 ○

1 1 ○

1 1 ○

2 1 ○

1 1 ○

1 1 ○

2 1 ○

－ 6 14

1 2 ○

2 2 ○

3 2 ○

1～4 2 ○

1～4 1 ○

－ 9

1 1 ○ 2
(建築社会基盤
系学科専任)

1 1 ○ 2
(建築社会基盤
系学科専任)

1 1 ○ 2
(建築社会基盤
系学科専任)

1 1 ○ 2
(建築社会基盤
系学科専任)

2 2 ○

3 1 ○

1～4 1 ○

－ 8

1 2 ○ 1
(建築社会基盤
系学科専任)

1 2 ○

1 1 ○

1 1 ○ 1
(建築社会基盤
系学科専任)

英語Ｆ

小計（２０科目）

ＴＯＥＩＣ英語演習

中国語Ⅱ

海外研修

日本の憲法

小計（５科目）

文学創作演習

異文化交流Ａ

国
際
交
流
科
目

スポーツ実習ｃ

パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ

科
目

キャリア・デザイン

導
入
科
目

異文化交流Ｂ

６単位必修

英語Ｂ

中国語Ⅲ

２単位以上修得

同一言語につい
て２単位以上選

択必修
ロシア語Ⅲ

ＴＯＥＦＬ英語演習

ロシア語Ⅱ

ドイツ語Ⅱ

備考

単位数

応用英語演習

ドイツ語Ⅲ

専任教員等配置

英語Ｃ

配当年次

英語コミュニケーション演習Ⅱ

英語コミュニケーション演習Ⅰ

ドイツ語Ⅰ

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　　　育　　　課　　　程　　　等　　　の　　　概　　　要

（学部共通科目（副専門科目）（昼間コース））

科目
区分

授業科目の名称

授業形態

外
国
語
科
目

中国語Ⅰ

英語Ｄ

－

ロシア語Ⅰ

英語Ａ

英語Ｅ

国際関係論

経済のしくみＡ

現代の社会Ａ

－

スポーツ実習ａ

スポーツ実習ｂ

社会体験実習

海外語学研修

スポーツ実習ｄ

文
科
系

２単位
１科目
として
のみ修
得が可
能

４単位
以上修
得

－

地域再生システム論

小計（７科目）

室蘭工業大学1



（学部共通科目（副専門科目）（昼間コース））

1 1 ○ 1
(建築社会基盤
系学科専任)

1 1 ○ 1
(建築社会基盤
系学科専任)

1 2 ○ 1
(建築社会基盤
系学科専任)

1 1 ○ 1
(建築社会基盤
系学科専任)

1 1 ○

1 1 ○

1 1 ○

1 1 ○ 1
(建築社会基盤
系学科専任)

－ 15

1 1 ○

1 1 ○ 1
(建築社会基盤
系学科専任)

1 1 ○ 1 (機械航空創造系学

科専任)

1 1 ○ 1 (機械航空創造系学

科専任)

1 1 ○ 1
(応用理化学系
学科専任)

1 1 ○ 4
(応用理化学系
学科専任)

1 1 ○ 1
(情報電子工学
系学科専任)

1 1 ○ 1
(情報電子工学
系学科専任)

1 2 ○ 2 5 1
(情報電子工学
系学科専任)

1 1 ○ 1
(応用理化学系
学科専任)

1 1 ○ 1
(応用理化学系
学科専任)

1 1 ○ 1
(応用理化学系
学科専任)

1 1 ○ 1
(建築社会基盤
系学科専任)

－ 14

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○

2 2 ○

3 2 ○ 1

3 2 ○

3 2 ○

4 2 ○ 1

2 2 ○

2 2 ○

3 2 ○

－ 22

2 2 ○ 1

2 2 ○

2 2 ○

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○

4 2 ○ 1 1

2 2 ○ 1

3 2 ○

3 2 ○

(建築社会基盤系学科
専任)

(建築社会基盤系学科
専任)

(建築社会基盤系学科
専任)

(建築社会基盤系学科
専任)

(建築社会基盤系学科
専任)

(建築社会基盤系学科
専任)

(建築社会基盤系学科
専任)

(建築社会基盤系学科
専任)

(建築社会基盤系学科
専任)

(建築社会基盤系学科
専任)

医の科学

－

基本的人権論

ヨーロッパ史

現代民主主義論

小計（１１科目）

市
民
と
公
共
コ
ー

ス

平和と憲法

環境経済論

基層文化論

ゼミナール「市民と公共」

生態保全論

日本近現代史Ｂ

地方自治論

地球環境化学

地球科学

日本近現代史Ａ

社会環境基礎論

ゼミナール「環境と社会」

環境法制

経済事情

こころの科学

環境生物学

環境科学入門

社会環境論

経済のしくみＢ

西洋の歴史

現代の社会Ｂ

インター・サイエンスＡ

環
境
と
社
会
コ
ー

ス

社会環境アセスメント論

哲学入門Ａ

小計（１３科目）

自然再生論

地球科学入門

小計（１２科目）

日本の歴史

線形空間入門

インター・サイエンスＣ

インター・サイエンスＧ

現代工学の課題

現代論理学

－

哲学入門Ｂ

－

２科目
２単位
修得

２単位
以上修
得

理
科
系

インター・サイエンスＥ

インター・サイエンスＢ

インター・サイエンスＤ

生物学入門

インター・サイエンスＦ

インター・サイエンスＨ

室蘭工業大学2



（学部共通科目（副専門科目）（昼間コース））

－ 22

2 2 ○

2 2 ○

2 2 ○ 1

2 2 ○

3 2 ○

3 2 ○

3 2 ○

4 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

4 2 ○ 1

－ 24

2 2 ○

2 2 ○

2 2 ○

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 2

3 2 ○

4 2 ○ 2

2 2 ○

2 2 ○

3 2 ○

－ 22

1 1 ○

1 1 ○

2 1 ○

2 1 ○

3 1 ○

3 1 ○

4 1 ○

4 1 ○

－ 8

－ 6 158

(建築社会基盤系学科
専任)

(建築社会基盤系学科
専任)

(建築社会基盤系学科
専任)

(建築社会基盤系学科
専任)

(建築社会基盤系学科
専任)

(建築社会基盤系学科
専任)

(建築社会基盤系学科
専任)

（集中講義）

（集中講義）

(建築社会基盤系学科
専任)

(建築社会基盤系学科
専任)

－

宇宙の科学 （集中講義）

ゼミナール「思考と文化」

行動の科学

生活環境科学

(建築社会基盤系学科
専任)

思
考
と
文
化
コ
ー

ス

－

日
本
語
科
目

ヨーロッパの文化

小計（８科目）

日本語Ｃ－２

日本語Ｄ－１

日本語Ｄ－２

小計（１１科目）

－

１．外国人留学
生を対象として
開講する授業科
目である。
２．６単位以内
の単位を副専門
科目の単位に充
当することがで
きる

日本語Ｂ－１

日本語Ａ－１

日本語Ｂ－２

－

履 修 方 法

文化保存論

運動の科学

外国語科目１０単位以上，導入科目８単位以上，選択したコース科目群
から１２単位以上，他に導入科目以外から３科目４単位，合計３４単位
以上を修得すること。

合計（１１０科目）

日本語Ｃ－１

日本語Ａ－２

認知心理学の諸問題

自己理解のサイエンス

認識の哲学

感性の科学

言語の哲学

青少年と文化

科学と倫理

人間と文学

メンタルヘルス論

－小計（１１科目）

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
コ
ー

ス

ゼミナール「こころとからだ」Ｂ

小計（１２科目）

現代心理学

からだの科学

認知心理学

外国文学

ゼミナール「こころとからだ」Ａ

日本文学

室蘭工業大学3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 1 ○

1 1 ○

1 1 ○

1 1 ○

2 1 ○

2 1 ○

2～3 1 ○

2～3 1 ○

2～3 1 ○

2～3 1 ○

2～3 1 ○

2～3 1 ○

－ 6 6

1 1 ○ 2
(建築社会基盤
系学科専任)

1 1 ○ 2
(建築社会基盤
系学科専任)

1 2 ○

1 2 ○

1 2 ○

1 2 ○

2 2 ○

2 2 ○

1～2 2 ○ 1

1～2 2 ○

1～2 2 ○ 1

2～3 2 ○ 1

2～3 2 ○

3～4 2 ○

1～2 2 ○ 1

1～2 2 ○

1～2 2 ○ 1

2～3 2 ○ 1

2～3 2 ○

3～4 2 ○ 1

－ 38

－ 6 44

(建築社会基盤系学科
専任)

(建築社会基盤系学科
専任)

（集中講義）

（集中講義）

(建築社会基盤系学科
専任)

(建築社会基盤系学科
専任)

(建築社会基盤系学科
専任)

(建築社会基盤系学科
専任)

(応用理化学系学科専
任)

－

履 修 方 法

合計（３２科目） －

選
択
科
目

スポーツ実習ｄ

科学と倫理

小計（２０科目）

副専門科目から外国語科目８単位，選択科目２６単位以上，合計３４単
位以上を修得すること。

現代心理学

日本近現代史Ｂ

社会環境基礎論

環境生物学

日本の憲法

現代民主主義論

外
国
語
科
目

英語Ｃ

小計（１２科目）

ロシア語Ⅰ

英語Ａ

中国語Ⅱ

英語Ｄ

英語Ｂ

日本文学

国際関係論

日本近現代史Ａ

経済事情

ヨーロッパの文化

現代論理学

地球科学

認知心理学

宇宙の科学

認知心理学の諸問題

同一言語２単位
選択必修

ヨーロッパ史

スポーツ実習ｂ

－

中国語Ⅰ

ロシア語Ⅱ

２単位１
科目とし
て履修

ドイツ語Ⅱ

ドイツ語Ⅰ

（集中講義）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　　　育　　　課　　　程　　　等　　　の　　　概　　　要

（学部共通科目（副専門科目）（夜間主コース））

科目
区分

授業形態

６単位必修

単位数 専任教員等配置

備考配当年次

英語Ｅ

英語Ｆ

授業科目の名称

室蘭工業大学1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 2 ○

1 2 ○

1 2 ○

2 1 ○

1 2 ○

1 2 ○

1 2 ○

2 2 ○

1 2 ○

2 1 ○

1 1 ○ 1

1 1 ○ 1

1 2 ○ ○

3 2 ○ 2 1

1 1 ○ 1

1 1 ○ 1

－ 19 7 4 1 1

1 2 ○ 3

1 2 ○ 1 1

1 1 ○ 2 2 1

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1 1

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1 1

3 2 ○ 1 2 1

4 8 ○

4 2 ○

2～4 2 ○

2～4 3 ○

－ 25 7 6 1 6 1

1 1 ○ 1

1 2 ○ 1

2 1 ○ 1

1 2 ○ ○ 2

2 2 ○ ○ 1 1

2 2 ○ ○ 1 1

2 2 ○ ○ 1 1

科目
区分

授業科目の名称

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　　　育　　　課　　　程　　　等　　　の　　　概　　　要

工学部建設システム工学科

図学Ⅱ

情報メディア基礎

備考

学
部
共
通
科
目

物理学Ａ

物理学Ｂ

物理学Ｃ

授業形態 専任教員等配置

化学実験

図学Ⅰ

配当年次

単位数

解析Ａ

解析Ｂ

物理学実験

線形代数

解析Ｃ

基礎化学

－

Ａ

土木工学概論

工業経済論

学外実習

長期学外実習

土の力学

空間の環境

建設工学ゼミナール

卒業研究

建築学概論

発想演習

計画数理

材料の力学

流れの力学

土木構造力学Ⅱｂ

水理学Ⅰ

－

Ｂ

建設応用数学

測量学

測量学実習

土木構造力学Ⅰ

土木構造力学Ⅱａ

技術者倫理

基礎数学

基礎理科

小計（１６科目）

小計（１３科目）

室蘭工業大学1



工学部建設システム工学科

2 2 ○ ○ 1

2 2 ○ ○ 1

2 2 ○ ○ 1

3 2 ○ ○ 1

2 2 ○ ○ 1

3 2 ○ ○ 1

3 2 ○ ○ 1

3 1 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

4 2 ○ 1

4 2 ○ 1

1 1 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

4 2 ○

4 2 ○ 1

3 2 ○ 1 1

3 2 ○ 1

3 2 ○

3 2 ○

3 2 ○ 1

4 2 ○ 1

－ 31 31 3 4 4

1 3 ○ ○ 1

2 3 ○ ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

3 2 ○ 1

1 1 ○ 2 1

2 2 ○ 2

2 2 ○ 2

2 2 ○ 2

2 2 ○ 1

3 2 ○ 2

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 1 ○ 1

土木鋼構造学Ⅱ

構造設計演習

土質力学Ⅲ

土木コンクリート工学

土木コンクリート構造学Ⅰ

土木鋼構造学Ⅰ

建設材料実験

環境管理工学

道路工学

建設マネジメント

衛生工学

マトリックス構造解析

プロジェクト評価

交通システム計画

都市・地域計画

建築設計Ⅰ

建築設計Ⅱ

水理学Ⅱ

火山防災工学

応用振動工学

土木構造力学Ⅲ

土木コンクリート構造学Ⅱ

海岸・海洋工学

港工学

水文・水資源学

流域環境工学

小計（３３科目） －

建築材料Ⅰ

建築施工

建築構造力学Ⅰ

建築構造力学Ⅱ

建築鋼構造

建築鉄筋コンクリート構造

基礎構造

建築環境工学Ａ

建築設備

建築構法計画Ⅰ

建築構造解析Ⅱ

建築鋼構造演習

建築法規

建築設計製図

Ｃ

建築設計論Ⅰ

都市計画Ⅰ

建築構造解析Ⅰ

土質力学Ⅰ

土質力学Ⅱ

室蘭工業大学2



工学部建設システム工学科

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 1 ○ 1 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 2

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

1 2 ○ 1

3 2 ○ 1

4 1 ○

－ 33 33 5 1 4 1

－ 6 248 4 2 1

－ 114 326 8 5 7 1

学
部
共
通
科
目

（

副
専
門
科

目
）

小計（１３６科目）

建築鉄筋コンクリート構造演習

基礎構造演習

建築構造設計演習

建築材料実験

建築材料Ⅱ

学位又は称号 学士（工学）

建築環境工学Ｂ

建築設計論Ⅱ

建築史

建築計画Ⅱ

寒地建築構法

建築設計Ⅳ

合計（２３３科目）

学位又は学科の分野 工学関係

（別紙「学部共通科目（副専門科目）
（昼間コース）（平成２０年度）」の
とおり）

建築設計Ⅲ

－

建築計画Ⅰ

都市計画Ⅱ

建築測量学実習

小計（３５科目） －

－

建築構法計画Ⅱ

室蘭工業大学3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 2 ○

1 2 ○

1 2 ○

1 1 ○

1 2 ○

1 2 ○

1 2 ○

2 2 ○

1 2 ○

1 1 ○

1 1 ○

1 2 ○ ○

3 2 ○ 1 1

1 1 ○

1 1 ○

－ 22 3 1 1

1 1 ○ 10 6 2 5

2 1 ○ 2 5 1 4

2 1 ○ 2 5 1 4

2 1 ○ 1

2 1 ○ 1

3 1 ○ 10 6 2 1

3 2 ○ 10 6 2 5

4 4 ○

4 6 ○

－ 18 10 6 2 5

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 3 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

配当年次

単位数

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　　　育　　　課　　　程　　　等　　　の　　　概　　　要

工学部機械システム工学科（昼間コース）

授業形態 専任教員等配置

備考
科目
区分

物理学Ａ

物理学Ｂ

物理学Ｃ

物理学実験

線形代数

基礎化学

図学Ⅰ

図学Ⅱ

授業科目の名称

機械システム工学セミナー

機械システム工学実験

解析Ａ

解析Ｂ

情報メディア基礎

技術者倫理

基礎数学

基礎理科

解析Ｃ

材料力学Ⅱ

－

Ａ

フレッシュマンセミナー

－

卒業研究Ⅱ

小計（９科目）

卒業研究Ⅰ

小計（１５科目）

学
部
共
通
科
目

機械力学

機械製図Ⅰ

機械製図Ⅱ

機械工作法実習Ⅰ

機械工作法実習Ⅱ

機械材料学

機械加工学

制御工学

計測工学

Ｂ

機構学

熱力学Ⅰ

熱力学Ⅱ

伝熱工学

流体力学Ⅰ

流体力学Ⅱ

材料力学Ⅰ

室蘭工業大学1



工学部機械システム工学科（昼間コース）

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 1 ○

4 1 ○ 10 6 2 5

4 1 ○

－ 33 10 6 2 5

1 1 ○ 2

2 1 ○ 3 1 1

2 1 ○ 3 1 2

2 1 ○ 1 1

2 1 ○ 1 1 1

2 1 ○ 1

2 1 ○ 1 1 1

－ 7 7 4 5

2～4 2 ○

2～4 3 ○

－ 5

3 1 ○ 4 3 1 1

3 1 ○ 3 2

3 1 ○ 3 1

3 2 ○ 4 3 1 2

3 2 ○ 3 2 1

3 2 ○ 3 1 2

3 1 ○ 4 3 1 2

3 1 ○ 3 2 1

3 1 ○ 3 1 1 2

4 1 ○ 4 3 1 2

4 1 ○ 3 2 1

4 1 ○ 3 1 1 2

－ 15 10 6 2 5

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

4 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

4 2 ○ 1

4 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

4 2 ○ 1

3 2 ○

4 2 ○ 1

3 2 ○ 1

4 2 ○ 1

3 2 ○ 1

電気電子工学

小計（７科目）

機械システム設計学

確率・統計

プレゼンテーション技法

知的所有権

小計（１８科目） －

－

Ｄ

学外実習

Ｃ

熱力学演習

流体力学演習Ⅰ

流体力学演習Ⅱ

材料力学演習Ⅰ

材料力学演習Ⅱ

機械力学演習

制御工学演習

１科目修得可能長期学外実習

小計（２科目） －

ターボ機械

流動工学

－

熱機関

Ｅ

応用機械科学セミナー

応用機械科学設計法

機械情報設計法

航空宇宙機設計法

小計（１２科目）

航空宇宙工学実験

応用機械科学演習

機械情報演習

航空宇宙工学演習

機械情報セミナー

航空宇宙工学セミナー

応用機械科学実験

機械情報実験

フルードパワーシステム

ダイナミックシステム設計学

振動・騒音

生産システム情報工学
Ｆ

燃焼工学

ロボット工学

空気力学

飛行力学

推進工学

構造力学

材料加工学

弾塑性学

システム制御工学

室蘭工業大学2



工学部機械システム工学科（昼間コース）

3 2 ○ 1

4 2 ○

－ 36 7 5 2 1

－ 6 248 6 3 1 1

－ 94 299 10 6 2 5

（別紙「学部共通科目（副専門科目）
（昼間コース）（平成２０年度）」の
とおり）

軽構造工学

宇宙工学

小計（１８科目） －

学位又は称号 学士（工学） 学位又は学科の分野 工学関係

小計（１３６科目） －

合計（２１７科目） －

学
部
共
通
科
目

（

副
専
門
科

目
）

室蘭工業大学3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 2 ○

1 2 ○

1 2 ○

2 1 ○

1 2 ○

1 2 ○

1 2 ○

2 2 ○

1 2 ○

2 1 ○

1 1 ○

1 2 ○ ○

－ 18 3

2 1.5 ○ 1

3 1.5 ○ 1

3 1.5 ○ 3 3 4

3 2 ○

3 2 ○ 1

1 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 1.5 ○ 2

1 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

4 2 ○ 1

3 2 ○ 1

1 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 2 1 1

4 2 ○ 1

3 2 ○

3 2 ○

4 2 ○

材料力学Ⅰ

軽構造工学

回路理論

線形システム論

数値計算法

工作法実習

機械工学実験

機械システム工学ゼミナールＡ

機械システム工学ゼミナールＢ

熱力学Ⅰ

流体力学Ⅰ

制御工学

機械設計製図Ⅱ

熱力学Ⅱ

機械システム設計学

航空熱流体工学

機械力学

計測工学

機械材料学

機構学

材料力学Ⅱ

機械加工学

伝熱工学

流体機械

化学実験

図学

情報メディア基礎

小計（１２科目）

機械設計製図Ⅰ

流体力学Ⅱ

物理学Ｂ

物理学Ｃ

－

解析Ｃ

基礎化学

解析Ｂ

学
部
共
通
科
目

物理学Ａ

授業科目の名称

物理学実験

線形代数

解析Ａ

専任教員等配置

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　　　育　　　課　　　程　　　等　　　の　　　概　　　要

工学部機械システム工学科（夜間主コース）

備考
科目
区分

配当年次

単位数 授業形態

室蘭工業大学1



工学部機械システム工学科（夜間主コース）

4 2 ○

4 2 ○

4 2 ○

4 2 ○

4 2 ○

2～4 2 ○

2～4 3 ○

4 8 ○ 10 6 2 5

－ 16.5 56.5 10 6 2 5

－ 6 60

－ 40.5 119.5 10 6 2 5

１科目修得可能

学位又は称号 学士（工学） 学位又は学科の分野

学
部
共
通
科
目

（

副
専
門
科

目
）

合計（８３科目） －

工学関係

（別紙「学部共通科目（副専門科目）
（夜間主コース）（平成２０年度）」
のとおり）

小計（３７科目）

－

工業経済論

学外実習

長期学外実習

卒業研究

小計（３４科目）

－

確率・統計

計算機システム

生産管理

システム制御工学

室蘭工業大学2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 2 ○

1 2 ○

1 2 ○

2 1 ○

1 2 ○

1 2 ○

1 2 ○

2 2 ○

1 2 ○

2 1 ○

1 1 ○

1 1 ○

3 2 ○ 1

1 1 ○ 1

1 1 ○ 1

－ 12 12 2 1

1 1 ○ 1

1 0.5 ○ 10 7 3 4

1 1 ○ 1

1 1 ○ 1 1

2 1 ○ 1 1

2 1 ○ 1 1 4

1 1 ○ 1 1 2

1 1 ○ 1 1

3 1.5 ○ 2

3 1.5 ○ 2

3 1 ○ 1 2 2

3 1 ○ 1

3 0.5 ○ 10 7 3 4

4 8 ○

－ 21 10 7 3 4

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

1 2 ○

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

基礎理科

小計（１４科目）

データ構造とアルゴリズム

専任教員等配置

技術者倫理

図学Ⅰ

小計（１５科目）

基礎化学

化学実験

－

情報工学ゼミナールⅠ

情報工学演習Ａ

情報工学演習Ｂ

情報工学ＰＢＬ：システム開発演習

数理工学演習Ａ

情報工学ＰＢＬ：表現技術

物理学Ｂ

物理学Ｃ

物理学実験

線形代数

解析Ａ

基礎数学

図学Ⅱ

解析Ｂ

解析Ｃ

学
部
共
通
科
目

物理学Ａ

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　　　育　　　課　　　程　　　等　　　の　　　概　　　要

工学部情報工学科（昼間コース）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

備考

授業形態

Ａ

情報工学プレゼミナール

技術英語

情報工学ゼミナールⅡ

卒業研究

情報工学演習Ｃ

情報工学実験Ｂ

数理工学演習Ｂ

情報工学実験Ａ

－

Ｂ

情報電子工学概論

プログラミングＡ

離散数学

線形システム論

現代社会と情報工学

室蘭工業大学1



工学部情報工学科（昼間コース）

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○

－ 22 4 4 1

1 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 1 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

4 2 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○

3 1 ○ 10 7 3 4

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

2～4 2 ○

－ 43 10 7 3 4

－ 6 248 1

－ 61 303 10 7 3 4

視覚情報処理応用演習

システム制御理論

情報関連法規

組込みシステム

確率・統計

研究課題調査

システム工学

認識と学習

人工知能

マルチメディア工学

オペレーティングシステム

ソフトウェア工学

情報ネットワーク

言語処理系論

電子情報回路

プログラミングＢ応用演習

確率・統計応用演習

情報計測工学

視覚情報処理

学位又は称号 学士（工学）

学
部
共
通
科
目

（

副
専
門
科

目
）

－

学位又は学科の分野 工学関係

小計（１３６科目） －

合計（２０１科目）

小計（１１科目） －

Ｃ

数値解析

人工知能応用演習

認識と学習応用演習

情報と職業

ディジタル信号処理

情報通信工学

－

（別紙「学部共通科目（副専門科目）
（昼間コース）（平成２０年度）」の
とおり）

計算機システム

プログラミングＢ

ファイルとデータベース

情報理論

学外実習

小計（２５科目）

室蘭工業大学2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 2 ○

1 2 ○

1 2 ○

2 1 ○

1 2 ○

1 2 ○

1 2 ○

2 2 ○

1 2 ○

2 1 ○

1 1 ○

1 2 ○ ○

－ 8 13

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

4 2 ○ 10 7 3 4

4 2 ○ 10 7 3 4

4 2 ○ 10 7 3 4

4 2 ○ 10 7 3 4

4 8 ○ 10 7 3 4

1 2 ○ 2

1 2 ○ 2

1 2 ○ 1 1

1 2 ○ 1 1

2 2 ○

2 2 ○

2 2 ○

2 2 ○

2 2 ○

3 2 ○ 1 1

3 2 ○ 2

3 2 ○

3 2 ○

3 1.5 ○

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

ディジタル信号処理

ソフトウェア工学

卒業研究

現代社会と情報工学

プログラミング

情報数学

回路理論Ⅱ

電気電子工学実験

電子回路Ⅱ

－

情報工学演習Ａ

電子回路Ⅰ

計測工学

線形システム論

計算機システム

通信工学

情報工学ゼミナールＤ

人工知能概論

情報工学演習Ｂ

情報工学演習Ｃ

情報工学演習Ｄ

情報工学ゼミナールＡ

情報工学ゼミナールＢ

情報工学ゼミナールＣ

データ構造とアルゴリズム

電磁気学

回路理論Ⅰ

情報メディア基礎

小計（１２科目）

解析Ａ

解析Ｂ

解析Ｃ

基礎化学

備考

学
部
共
通
科
目

物理学Ａ

物理学Ｂ

物理学Ｃ

物理学実験

線形代数

化学実験

図学

授業形態 専任教員等配置

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　　　育　　　課　　　程　　　等　　　の　　　概　　　要

工学部情報工学科（夜間主コース）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

室蘭工業大学1



工学部情報工学科（夜間主コース）

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○

4 2 ○

4 2 ○

4 2 ○

4 2 ○

4 2 ○

4 2 ○

3 1 ○ 1

4 2 ○ 1

2～4 2 ○ 1

－ 16 66.5 10 7 3 4

－ 6 60

－ 30 139.5 10 7 3 4

学位又は称号

工業経済論

学士（工学）

マルチメディア工学

制御工学

学
部
共
通
科
目

（

副
専
門
科

目
）

電磁波工学

生産管理

コンピュータ言語

学位又は学科の分野

数値計算法

システム工学

システム制御工学

情報関連法規

－

工学関係

－

（別紙「学部共通科目（副専門科目）
（夜間主コース）（平成２０年度）」
のとおり）

確率・統計

情報と職業

学外実習

小計（３９科目）

小計（３７科目） －

合計（８８科目）

室蘭工業大学2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 2 ○

1 2 ○

1 1 ○

1 2 ○

1 2 ○

1 2 ○

2 2 ○

1 2 ○

1 1 ○

1 2 ○ ○

3 2 ○ 1 1

1 1 ○ 1

1 1 ○ 1

－ 22 3 1

1 1 ○ 1 1

1 2 ○ 1

1 3 ○ ○ 2 1

1 2 ○ 1

1 1 ○ 3

1 3 ○ ○ 2 1

2 2 ○ ○ 2 1

2 2 ○ 1

2 3 ○ ○ 2 1

2 3 ○ ○ 3 1

2 2 ○ 1

2 3 ○ ○ 2 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 1 ○ 1 3

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 2

3 2 ○

3 3 ○ 1 5 1

3 3 ○ 5 1

3 1 ○ 1 3

基礎電気回路

プログラミングⅠ

基礎電磁気学

基礎電子回路

電気回路Ⅲ

電磁気学Ⅲ

電磁気学Ⅰ

電気回路Ⅱ

計算機工学Ⅰ

プレゼンテーション技法

電気回路Ⅰ

プログラミングⅡ

工学演習Ⅱ

電子物性

電磁エネルギー変換工学

電子回路Ⅱ

電気電子工学実験Ａ

制御工学

工学演習Ⅰ

計算機工学Ⅱ

科目
区分

授業科目の名称

単位数

電気電子工学実験Ｂ

化学実験

基礎数学

基礎理科

学
部
共
通
科
目

計測工学

基礎化学

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　　　育　　　課　　　程　　　等　　　の　　　概　　　要

工学部電気電子工学科（昼間コース）

－

授業形態 専任教員等配置

配当年次 備考

小計（１３科目）

情報メディア基礎

物理学Ａ

解析Ａ

解析Ｃ

解析Ｂ

物理学Ｃ

物理学実験

電子回路Ⅰ

技術者倫理

線形代数

フレッシュマンセミナー

電磁気学Ⅱ

室蘭工業大学1



工学部電気電子工学科（昼間コース）

4 8 ○

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

4 2 ○ 1

4 1 ○

4 1 ○

4 2 ○ ○ 1

4 1 ○

2～4 2 ○

－ 61 35 9 9 5 1

－ 6 248 1 1

－ 89 283 9 9 5 1

電気電子材料

電気機器学

無線伝送工学

学位又は学科の分野

高電圧工学

学
部
共
通
科
目

（

副
専
門
科

目
）

（別紙「学部共通科目（副専門科目）
（昼間コース）（平成２０年度）」の
とおり）

電力発生工学

送配電工学

パワーエレクトロニクス

電気通信関係法規

電気関係法規・電気施設管理

卒業研究

学位又は称号

原子力工学

－

工学関係学士（工学）

学外実習

小計（４５科目）

小計（１３６科目） －

合計（１９４科目）

－

システム制御工学

伝送回路工学

半導体工学

光エレクトロニクス

通信網工学

デジタル信号処理

電気機器設計製図

通信工学

室蘭工業大学2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 2 ○

1 2 ○

1 2 ○

2 1 ○

1 2 ○

1 2 ○

1 2 ○

2 2 ○

1 2 ○

2 1 ○

1 1 ○

1 2 ○ ○

－ 21

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1 1

1 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 1.5 ○ 1 5 1

3 2 ○ 1

3 1.5 ○ 5 1

4 8 ○

3 2 ○ 1

4 2 ○ 1

4 2 ○ 1

4 2 ○ 1

1 2 ○

1 2 ○

2 2 ○

2 2 ○

2 2 ○

3 2 ○

3 2 ○

電磁波工学

工学演習

通信工学

電子回路Ⅱ

プログラミング

ソフトウェア工学

情報工学演習Ｂ

システム制御工学

半導体工学

電気数学Ⅰ

電気電子工学実験Ⅰ

電子物性論

情報工学演習Ａ

電気電子工学実験Ⅱ

卒業研究

デジタル信号処理

数値計算法

電気数学Ⅱ

電気数学Ⅲ

電磁気学Ⅰ

回路理論Ⅰ

電磁気学Ⅱ

電子回路Ⅰ

データ構造とアルゴリズム

計測工学

回路理論Ⅱ

授業形態

情報メディア基礎

小計（１２科目）

解析Ａ

解析Ｂ

解析Ｃ

基礎化学

図学

－

学
部
共
通
科
目

物理学Ａ

物理学Ｂ

物理学Ｃ

物理学実験

線形代数

化学実験

専任教員等配置

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　　　育　　　課　　　程　　　等　　　の　　　概　　　要

工学部電気電子工学科（夜間主コース）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

備考

室蘭工業大学1



工学部電気電子工学科（夜間主コース）

3 2 ○

3 2 ○

2 2 ○

2 2 ○

3 2 ○

4 2 ○

4 2 ○

2～4 2 ○

－ 35 38 7 7 5 1

－ 6 60

－ 62 98 7 7 5 1

学位又は称号 学士（工学） 学位又は学科の分野

学
部
共
通
科
目

（

副
専
門
科

目
）

－

工学関係

（別紙「学部共通科目（副専門科目）
（夜間主コース）（平成２０年度）」
のとおり）

小計（３７科目）

合計（８３科目） －

線形システム論

計算機システム

生産管理

学外実習

小計（３４科目）

コンピュータ言語

制御工学

－

工業経済論

システム工学

室蘭工業大学2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 2 ○ 4 1 1

1 2 ○ 3 1

1 1 ○ 1 1 1

1 2 ○

1 2 ○

1 2 ○

2 2 ○

1 2 ○

1 1 ○

1 1 ○

1 2 ○ ○

3 2 ○ 1 1

1 1 ○ 1

1 1 ○ 2 1

－ 22 1 6 2 1 1

1 2 ○ ○

1 1 ○

1 1 ○ 1 1 1

1 2 ○ 1

1 1 ○ 2 2 1

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

2～3 1 ○

3 2 ○

3 3 ○

4 2 ○

4 3 ○

4 8 ○

－ 22 8 3 3 1 2

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 1 ○ 1 2

2 2 ○ 2

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 1 ○ 1 1

Ｂ

振動・波動論

電磁気学

電磁気学演習

材料科学Ａ

固体の力学

量子論

物理数学

物理数学演習

１科目のみ修得
可能長期学外実習

材料生産技術

ゼミナール

卒業研究

小計（１３科目） －

フレッシュマンセミナーⅡ

力学演習

熱力学

熱力学演習

物理化学Ａ

結晶構造学

工場見学

基礎理科

小計（１４科目） －

Ａ

フレッシュマンセミナーⅠ

学外実習

技術者倫理

基礎数学

解析Ｂ

解析Ｃ

基礎化学

化学実験

備考

学
部
共
通
科
目

物理学Ａ

物理学Ｂ

物理学実験

線形代数

解析Ａ

図学Ⅰ

情報メディア基礎

授業形態 専任教員等配置

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　　　育　　　課　　　程　　　等　　　の　　　概　　　要

工学部材料物性工学科

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

室蘭工業大学1



工学部材料物性工学科

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 1 ○ 8

3 1 ○

2 2 ○ 3 2

3 2 ○ 3 2

3 2 ○ 1 3 1 2

3 2 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

－ 34 18 13 6 1 2

2 2 ○ 2

3 1 ○

2 2 ○ 1

2 2 ○ 4

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○

2 2 ○

2 1 ○ 1

2 1 ○ 1 1

2 1 ○ 1 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 1 ○ 8

2 2 ○ 4 3

3 2 ○ 4 3

科学英語

材料工学実験Ａ

材料工学実験Ｂ

－

固体化学

材料科学Ａ演習

材料プロセス学演習

材料力学

材料科学Ｂ

材料強度学

金属材料学Ａ

システム材料学

Ｃ

材料科学Ａ

プレゼンテーション技法

設計製図学

実用材料学

固体物性基礎論

材料精製学

材料加工学

複合材料学

材料力学演習

光デバイス

レーザー工学

物理化学Ｂ

材料プロセス学

表界面科学

材料電気化学

耐環境材料学

小計（３１科目）

応用物理学実験Ｃ

生体機能材料科学

応用力学

超伝導

磁性

設計製図学

材料科学Ｂ

半導体物理学

誘電体物理学

生物システム工学

量子力学

統計熱力学

固体物理学

応用光学

科学英語

プレゼンテーション技法

応用物理学実験Ａ

応用物理学実験Ｂ

室蘭工業大学2



工学部材料物性工学科

3 2 ○ 4 3

2 2 ○ 1

2 2 ○

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

3 1 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 1 ○

3 1 ○ 1

－ 41 22 15 4 3

－ 6 248 4

－ 125 297 15 8 1 6

学士（工学）

材料工学実験Ｃ

耐環境材料学

セラミックス材料学

信頼性工学

金属材料学Ｂ

学位又は学科の分野 工学関係

小計（１３６科目） －

合計（２３２科目） －

（別紙「学部共通科目（副専門科目）
（昼間コース）（平成２０年度）」の
とおり）

学
部
共
通
科
目

（

副
専
門
科

目
）

学位又は称号

－

レーザー工学

磁性

振動・波動論

量子論

表界面科学

生体機能材料科学

超伝導

光デバイス

小計（３８科目）

材料電気化学

誘電体物理学

半導体物理学

室蘭工業大学3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 2 ○

1 2 ○

1 2 ○

2 1 ○

1 2 ○

1 2 ○

1 2 ○

2 2 ○

2 1 ○ 2 6

1 1 ○

1 1 ○

1 2 ○ ○

3 2 ○ 2 1

1 1 ○ 1

1 1 ○

－ 16 8 2 4 6

1 1 ○ 1 2

1 1 ○ 2

2 1 ○ 2

2 1 ○ 2

2 1.5 ○ 1 1 1

2 1.5 ○ 1 1

3 1.5 ○ 1 1

3 1.5 ○ 1 1

3 1.5 ○ 2 1

3 1.5 ○ 1 1

4 1 ○ 1 6

4 2 ○

4 8 ○

2 2 ○ 2

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

－ 38 8 8 6

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

化学工学量論

移動論

Ｂ
化学反応速度論

量子化学

小計（２０科目）

物理化学実験

有機化学実験

Ａ

フレッシュマンセミナー

量子論

基礎有機化学

プレゼンテーション技法

ゼミナール

生命科学

卒業研究

熱力学

基礎理科

小計（１５科目）

情報処理

化学工学実験Ｂ

情報メディア基礎

技術者倫理

－

化学数学演習

化学情報演習

化学英語演習

分析化学実験

生物工学実験

化学工学実験Ａ

－

基礎数学

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　　　育　　　課　　　程　　　等　　　の　　　概　　　要

工学部応用化学科

解析Ｃ

化学実験

備考
科目
区分

授業科目の名称

物理学Ａ

専任教員等配置

配当年次

単位数

学
部
共
通
科
目

授業形態

図学Ⅰ

図学Ⅱ

物理学Ｂ

物理学Ｃ

解析Ａ

解析Ｂ

物理学実験

線形代数

室蘭工業大学1



工学部応用化学科

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

－ 8 3 1

1 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

－ 8 2 2

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

－ 8 2 2

3 1 ○ 1

3 1 ○

－ 2 1

3 2 ○ 1

1 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○

1 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○

3 2 ○

4 3 ○ 1

2～4 2 ○

2～4 3 ○

4 0

－ 38 10 2

－ 6 248 4 1

－ 60 320 12 8 6

小計（１９科目） －

学位又は学科の分野 工学関係

（別紙「学部共通科目（副専門科目）
（昼間コース）（平成２０年度）」の
とおり）

小計（１３６科目） －

－

学
部
共
通
科
目

（

副
専
門
科

目
）

学外実習

学士（工学）

合計（２０４科目）

学位又は称号

工場見学

１科目修得可能
長期学外実習

設計論

熱管理

分析化学

小計（４科目） －

－

－

Ｅ

安全管理工学

知的財産所有権論

小計（２科目）

Ｆ

分子分光学

無機化学

環境化学

無機合成化学

生化学Ａ

化学装置材料学

化学工業

生化学Ｂ

有機化学Ａ

Ｄ

化学システム工学

反応工学

拡散単位操作

機械的単位操作

小計（４科目）

Ｃ

基礎有機反応

微生物科学

遺伝子工学

環境生物工学

小計（４科目）

－

微生物化学工学

計測工学

プロセス設計

有機化学Ｂ

資源有機化学

電気化学

室蘭工業大学2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 2 ○

1 1 ○

1 2 ○

1 2 ○

1 2 ○

1 1 ○

1 2 ○

1 1 ○

1 1 ○

1 1 ○

1 1 ○

－ 16

1 2 ○ 3 1
(建設システム
工学科専任)

1 2 ○ 6 3 1 1
(機械システム
工学科専任)

1 2 ○ 1
(情報工学科専
任)

1 2 ○ 1 1
(電気電子工学
科専任)

1 2 ○ 4
(材料物性工学
科専任)

1 2 ○ 4
(応用化学科専
任)

1 2 ○

1 2 ○ 1
(材料物性工学
科専任)

1 2 ○ 1
(建設システム
工学科専任)

1 2 ○ 1
(材料物性工学
科専任)

1 2 ○ 1
(建設システム
工学科専任)

－ 22

1 2 ○

1 2 ○

2 2 ○

2～3 4 ○

2～3 4 ○

3～4 4 ○

3 2 ○

4 2 ○

1 1 ○

1 1 ○

1 1 ○

1 1 ○

1 1 ○

1 1 ○

2 2 ○

哲学入門Ａ

人間と文化

西洋の歴史

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　　　育　　　課　　　程　　　等　　　の　　　概　　　要

（学部共通科目（副専門科目）（昼間コース）（平成２０年度））

科目
区分

こころの科学

備考

教
養
基
礎
科
目

文
科
系
科
目

日本の憲法

２科目
２単位
選択必
修

２科目
２単位
選択必
修

４単位選択必修

現代の社会Ａ

ｲﾝﾀｰ･ｻｲｴﾝｽＤ（電気）

ｲﾝﾀｰ･ｻｲｴﾝｽＦ（応用）

数学入門

授業形態 専任教員等配置

日本の歴史

現代の社会Ｂ

配当年次

単位数

哲学入門Ｂ

授業科目の名称

経済のしくみＡ

経済のしくみＢ

－小計（１１科目）

－

環境科学入門

現代工学の課題

地球科学入門

外
国
語
科
目

英語Ａ

ドイツ語Ⅰa

理
科
系
科
目

ｲﾝﾀｰ･ｻｲｴﾝｽＡ（建設）

ｲﾝﾀｰ･ｻｲｴﾝｽＢ（機械）

生物学入門

小計（１１科目）

ｲﾝﾀｰ･ｻｲｴﾝｽＥ（材料）

ｲﾝﾀｰ･ｻｲｴﾝｽＣ（情報）

６単位必修英語Ｂ

英語Ｃ

TOEIC英語演習

４単位以上
選択必修

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習Ⅰ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習Ⅱ

TOEFL英語演習

応用英語演習

同一言語につい
て２単位以上選

択必修

ロシア語Ⅰa

中国語Ⅰa

ドイツ語Ⅰb

ロシア語Ⅰb

中国語Ⅰb

ドイツ語Ⅱ

室蘭工業大学1



（学部共通科目（副専門科目）（昼間コース）（平成２０年度））

2 2 ○

2 2 ○

－ 6 28

1 1 ○

1 1 ○

1 1 ○

1 1 ○

1 2 ○

2 2 ○

2 2 ○

3 2 ○

1～4 2 ○

1～4 2 ○

1～4 2 ○

1～4 2 ○

－ 20

2 2 ○

2 2 ○

2 2 ○

3 2 ○

3 2 ○

3 2 ○

3 2 ○

4 2 ○

2 2 ○

2 2 ○

3 2 ○

2 2 ○

2 2 ○

－ 26

2 2 ○

2 2 ○

2 2 ○

2 2 ○ 1
(応用化学科専
任)

3 2 ○

3 2 ○

－ 12

2 2 ○

2 2 ○

2 2 ○

2 2 ○

3 2 ○

3 2 ○

3 2 ○

3 2 ○

4 2 ○

２単位のみ修得
可能

－

ロシア語Ⅱ

中国語Ⅱ

小計（１７科目） －

海外研修

社会環境基礎論

基層文化論

環境経済論

環境法制

１４単
位以上
選択必
修

スポーツ実習ｄ

異文化交流Ｂ

キャリア・デザイン

基本的人権論

科学と倫理

地域再生システム論

小計（１３科目）

社会環境論

自然再生論

デ
ザ
イ
ン
科
目

スポーツ実習ａ

異文化交流Ａ

文学創作演習

社会体験実習

スポーツ実習ｂ

海外語学研修

スポーツ実習ｃ

小計（１２科目）

－

環
境
と
社
会

文
科
系
科
目

経済事情

社会環境アセスメント論

ゼミナール「環境と社会」

日本近現代史A

平和と憲法

理
科
系
科
目

アジアの文化

－

環境生物学

生活環境科学

生態保全論

環境有機化学

地球環境化学

ヨーロッパ史

小計（６科目）

日本近現代史Ａ

平和と憲法

基本的人権論

地方自治論

国際関係論

日本近現代史Ｂ

ゼミナール「市民と公共」Ａ

市
民
と
公
共

文
科
系
科
目

現代民主主義論

１４単
位以上
選択必
修

室蘭工業大学2



（学部共通科目（副専門科目）（昼間コース）（平成２０年度））

2 2 ○

2 2 ○

3 2 ○

2 2 ○

－ 26

2 2 ○

2 2 ○

2 2 ○ 1
(建設システム
工学科専任)

3 2 ○ 1
(建設システム
工学科専任)

3 2 ○

4 2 ○

2 2 ○

－ 14

2 2 ○

2 2 ○

2 2 ○

2 2 ○

2 2 ○

2 2 ○

3 2 ○

3 2 ○

3 2 ○

4 2 ○

2 2 ○

2 2 ○

3 2 ○

－ 26

2 2 ○

3 2 ○

3 2 ○

3 2 ○ 1
(応用化学科専
任)

3 2 ○ 1
(応用化学科専
任)

2 2 ○

－ 12

2 2 ○

2 2 ○

2 2 ○

2 2 ○

2 2 ○

3 2 ○

3 2 ○

4 2 ○

2 2 ○

2 2 ○

2 2 ○

2 2 ○

地球科学

小計（１３科目）

ゼミナール「市民と公共」Ｂ

機能回復の生理学

環境と資源

経済事情

理
科
系
科
目

社会環境基礎論

環境法制

現代論理学

－

医の科学Ａ

－

アジアの文化

メンタルヘルス論

現代心理学

日本文学

からだの科学

小計（７科目）

医の科学Ｂ

人
間
と
文
化

文
科
系
科
目

外国文学

基層文化論

認知科学論

自己理解のサイエンス

小計（１３科目）

ゼミナール「人間と文化」

ヨーロッパの文化

博物館学

人間と文学

青少年と文化

－

理
科
系
科
目

からだの科学

行動の科学

感性の科学

人間の環境化学

水圏生物科学

機能回復の生理学

小計（６科目） －

認知科学論

言語の哲学

科学と倫理

現代論理学

自己理解のサイエンス

認知科学の諸問題

思
考
と
数
理

文
科
系
科
目

認識の哲学

ゼミナール「思考と数理」Ａ

外国文学

メンタルヘルス論

現代心理学

日本文学

１４単
位以上
選択必
修

１４単位以上
選択必修

室蘭工業大学3



（学部共通科目（副専門科目）（昼間コース）（平成２０年度））

－ 24

2 2 ○

2 2 ○

3 2 ○

3 2 ○

3 2 ○

4 2 ○

3 2 ○

－ 14

1 1 ○

1 1 ○

2 1 ○

2 1 ○

3 1 ○

3 1 ○

4 1 ○

4 1 ○

－ 8

－ 6 248

理
科
系
科
目

距離空間

合計（１３６科目） －

日本語Ａ－２

日本語Ｂ－１

日本語Ｂ－２

日本語Ｄ－２

小計（８科目） －

数学考究

ゼミナール「思考と数理」Ｂ

感性の科学

日本語Ｃ－２

日本語Ｃ－１

小計（７科目） －

日
本
語
科
目

日本語Ａ－１

－小計（１２科目）

線形空間

代数学概論

解析学概論

日本語Ｄ－１

室蘭工業大学4



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 2 ○

1 2 ○

2 2 ○

2～3 1 ○

2～3 1 ○

2～3 1 ○

2～3 1 ○

2～3 1 ○

2～3 1 ○

1 1 ○

1 1 ○

1 2 ○

1～2 2 ○

1～2 2 ○

1～2 2 ○

1 2 ○

1 2 ○

1 2 ○

1～2 2 ○

1～2 2 ○

1～4 2 ○

1～4 2 ○

1～4 2 ○

1～4 2 ○

2～3 2 ○

2～3 2 ○

2～3 2 ○

2～3 2 ○

2～3 2 ○

3～4 2 ○ 1
(建設システム
工学科専任)

3～4 2 ○

3～4 2 ○

3～4 2 ○

3～4 2 ○

3～4 2 ○

3～4 2 ○

3～4 2 ○

－ 6 60

－ 6 60

備考

６単位必修英語Ｂ

英語Ｃ

単位数 授業形態 専任教員等配置

配当年次

同一言語につい
てａ及びｂの２
単位選択必修

中国語ｂ

ドイツ語ｂ

ドイツ語ａ

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　　　育　　　課　　　程　　　等　　　の　　　概　　　要

（学部共通科目（副専門科目）（夜間主コース）（平成２０年度））

科目
区分

授業科目の名称

スポーツ実習ｄ

ロシア語ａ

ロシア語ｂ

中国語ａ

スポーツ実習ｂ

環境有機化学

認識の哲学

現代民主主義論

ヨーロッパ史

小計（３７科目）

ヨーロッパの文化

国際関係論

認知科学論

生活環境科学

人間の環境化学

環境生物学

地球科学

環境経済論

２８単
位以上
選択

日本近現代史Ｂ

科学と倫理

数理科学概論

水圏生物科学

日本近現代史Ａ

経済事情

日本の憲法

現代論理学

社会環境基礎論

－

平和と憲法

地方自治論

社会環境論

現代心理学

合計（３７科目）

－

英語Ａ

日本文学

室蘭工業大学1


